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沿        革 

 

 

浜田保健所の沿革 

昭和19年12月：浜田市大字黒川1401番地に木造二階建（延506.6㎡）の本庁舎が開

設された。（管轄：浜田市・那賀郡（人口116,901人）、職員14名） 

昭和22年  ：保健所法改正に伴う保健所機構の整備により職員が6名増員となる。 

昭和23年 4月：細菌検査浜田支所を統合。 

昭和24年12月：島根県立川下病院を統合。 

昭和26年 4月：Ａ級保健所となり、8月には庁舎を増築（213.7㎡）、翌年2月には、

総務課、保健予防課、衛生課、普及課の4課17係が設けられた。 

昭和36年 8月：機構改革により、総務課、保健予防課、衛生課の3課6係となる。 

昭和41年 3月：浜田合同庁舎が竣工。1階、2階が保健所となる。 

昭和53年 4月：機構改革により、Ⅱ型保健所となり、総務課、保健予防課、環境

衛生課、検査室の3課1室5係となる。 

昭和58年 8月：浜田合同庁舎隣接地で建設を進めていた新庁舎が竣工した。 

 

 

浜田健康福祉センターの発足 

平成 6年 4月：住民に対して保健・医療・福祉の一体的サービスを図る観点から、

那賀福祉事務所と浜田保健所が統合して、浜田健康福祉センター

が発足した。 

平成 8年 6月：島根県大気環境中央監視局が設置され、運用を開始した。 

平成10年 4月：地域保健法の施行及び介護保険法の導入を視野に入れ、総務企画

部、保健福祉部、環境衛生部の3部体制となる。 

平成11年 4月：保健福祉部の再編成により、保健福祉課に係制を導入して本格稼

働となる。 

平成16年 4月：フラット化、グループ化により、課が廃止され、グループ体制に

なる。 

 

 

地方機関の再編 

平成17年 4月：機構改革により、浜田健康福祉センターが廃止され、浜田保健所

と西部福祉事務所に再編される。浜田保健所は、総務保健部と環

境衛生部の2部7グループ体制となる。 

平成18年 4月：機構改革により、2部、6グループ・1担当体制となる。 

 



目  次 

 

１ 管内の概況 …………………………………………………………………………… １ 

 

２ 組織及び業務 ………………………………………………………………………… ２ 

 

総務担当   ……………………………………………………………………………… ４ 

 

健康増進グループ 

 １ 健康長寿しまねの推進 …………………………………………………………… ５ 

 ２ 成人保健対策 ……………………………………………………………………… ９ 

 ３ 母子保健対策 ……………………………………………………………………… 13 

 ４ 歯科保健対策 ……………………………………………………………………… 19 

 ５ 栄養改善対策 ……………………………………………………………………… 23 

 ６ 地域保健体制の整備 ……………………………………………………………… 24 

 ７ 精神保健対策の実施 ……………………………………………………………… 25 

 

医事・難病支援グループ 

 １ 医療対策 …………………………………………………………………………… 30 

 ２ 難病対策 …………………………………………………………………………… 31 

 ３ 結核対策 …………………………………………………………………………… 33 

 ４ エイズ対策 ………………………………………………………………………… 34 

 ５ 原爆被爆者対策 …………………………………………………………………… 35 

 ６ 緩和ケア …………………………………………………………………………… 35 

 ７ 骨髄バンク ………………………………………………………………………… 35 

 

衛生指導グループ・食品衛生機動監視グループ 

 １ 薬事対策 …………………………………………………………………………… 36 

 ２ 薬物乱用防止対策 ………………………………………………………………… 37 

 ３ 献血の推進 ………………………………………………………………………… 37 

 ４ 食品衛生対策 ……………………………………………………………………… 38 

 ５ 感染症対策 ………………………………………………………………………… 41 

 ６ 動物管理対策 ……………………………………………………………………… 42 

 ７ 環境衛生対策 ……………………………………………………………………… 43 

 

環境保全グループ 

 １ 環境基本計画の推進 ……………………………………………………………… 45 

 ２ 大気汚染防止対策 ………………………………………………………………… 46 

 ３ 騒音・振動防止対策 ……………………………………………………………… 47 

 ４ オゾン層保護対策（フロン対策） ……………………………………………… 48 

 ５ ダイオキシン類対策 ……………………………………………………………… 48 



 ６ 水質保全対策 ……………………………………………………………………… 48 

 ７ 土壌汚染対策 ……………………………………………………………………… 51 

 ８ 一般廃棄物減量化・適正処理対策 ……………………………………………… 51 

 ９ 産業廃棄物減量化・適正処理対策 ……………………………………………… 51 

 10 ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）廃棄物対策 …………………………………… 53 

 11 自動車リサイクル対策 …………………………………………………………… 53 

 12 浄化槽適正管理の推進及び合併浄化槽の整備促進 …………………………… 53 

13 公害苦情処理 ……………………………………………………………………… 54 

14 建築物の衛生確保対策 …………………………………………………………… 54 

 

検査グループ 

 １ 臨床検査の実施 …………………………………………………………………… 55 

 ２ 食品衛生関係検査の実施 ………………………………………………………… 55 

 ３ 環境衛生関係検査の実施 ………………………………………………………… 56 

 

資 料 編 

 浜田圏域の高齢化率と推計人口 ……………………………………………………… 58 

 浜田圏域の人口動態 …………………………………………………………………… 59 



１ 管内の概況 
 

（１）市町村合併 
平成の大合併の進展に伴い、当管内でも浜田市と那賀郡の1市4町村、江津市と邑智

郡桜江町の枠組みで合併に向けての協議が進められた。江津市と桜江町は、平成16年

10月1日に合併を行い、新「江津市」面積268.51㎢、人口27,821人（平成17年10月1日

国勢調査値）の新市が発足した。また、浜田市と那賀郡４町村は平成17年10月1日に

合併し、新「浜田市」面積689.44㎢、人口63,128人（平成17年10月1日国勢調査値）

の新市が発足した。 

 
（２）行政区域、地理的条件、交通事情 
   当所は、島根県西部に位置する浜田市に所在しており、平成20年度末の行政区域と

しては、浜田市、江津市の2市を管内としている。 
   管内の地理的条件は、日本海に面した海岸部を有するものの、山地が海岸線まで迫

っており、総じて平野部は狭隘である。

面積は957.95㎢で、県全体の14.2％を占

めているが、大部分が中山間地域に位置

する林野となっている。 

   交通事情は、ＪＲ山陰線と国道9号線

が海岸線に沿って東西に走り、また、在

来の国道186号線が広島方面へ連絡して

いる。さらに、平成3年に全線開通した

中国横断自動車道が浜田市と広島市と

を1時間半で結び、さらに平成15年には

江津道路も開通し京阪神、九州方面との

連絡時間も大幅に短縮された。 
   しかし、地域全体としてはバス路線が

主要な公共交通機関であり、過疎地域で

運行回数も少ないため、自家用車の使用

に頼らざるを得ない状況である。 
 

（３）人口と高齢化の推移 
   管内の人口は、平成22年10月1日現在で85,248人(推計人口）で、県全体の11.9％を

占めている。国勢調査に基づく管内の人口推移では､昭和30年をピークとしてその後の

減少傾向は明らかで、平成7年以降、10万人を割り込んでいる。 
   また、稼働年齢層の県外転出と出生率の低下に伴って人口の高齢化が進んでおり、

平成22年10月1日現在で管内の高齢化率（65歳以上の高齢者が人口に占める割合）は、

31.7％、後期高齢者率（75歳以上の高齢者が人口に占める割合）は18.4％となってお

り、県平均のそれぞれ29.1％、16.7％を大きく上回っている。 
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２ 組織及び業務

（１）職種別職員数

所長 総務保健部 環境衛生部 合計

　行　政　職 5 10 15

事務 5 5 10

技術 5 5

　医　療　職 1 11 9 21

医師 1 1 2

保健師 7 7

管理栄養士 1 1

診療放射線技師 1 1

歯科衛生士 1 1

臨床検査技師 3 3

獣医師 4 4

薬剤師 2 2

　技能労務職 2 2

予防技術員 2 2

　嘱　託　員 1 1 2

事務補助 1 1

廃棄物監視業務 1 1

　臨時的任用職員 1 1

浄化槽法定検査指導啓発事業事務補助 1 1

1 17 23 41

（２）組織図

所　長 総務保健部長 総務担当企画幹 担　当  (1)

嘱　託　員(1)

健康増進グループ課長 グループ員(7)

医事・難病支援グループ課長 グループ員(4)

環境衛生部長 衛生指導グループ課長 グループ員(6)

環境保全グループ課長 グループ員(3)

嘱　託　員(1)

臨時的任用職員(1)

検査グループ課長 グループ員(4)

食品衛生機動監視グループ課長 グループ員(2)

(平成23年3月31日現在）

合　　　　計
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（３） 業務の概要 

担当部・グループ名 業     務     内     容 

総
務
保
健
部 

総務担当 ◇人事・服務 ◇庶務事務 ◇福利厚生 ◇統計調査（地 

域保健・健康増進事業報告、衛生行政報告例、人口動態調 

査）  

健康増進グループ 

 

◇健康長寿しまね推進事業 ◇精神保健福祉対策 ◇成人・

老人保健対策 ◇健康づくり対策 ◇生活習慣病予防対策 

◇母子・乳幼児保健対策 ◇栄養改善対策 ◇歯科保健対 

策◇地域保健専門職員研修 ◇学生実習（保健師・栄養士） 

 

医事・難病支援グループ 

 

◇医療提供体制の整備 ◇保健医療計画 ◇医師等医療従 

事者確保 ◇臓器移植等 ◇特定疾患対策 ◇感染症（結 

核）対策 ◇エイズ対策 ◇原爆被爆者対策 ◇難病患者 

支援対策 ◇ハンセン病対策 ◇緩和ケア対策 ◇医療安 

全相談  

環
境
衛
生
部 

衛生指導グループ ◇薬局等医薬品販売業の許可、指導 ◇毒物・劇物・麻薬・

覚せい剤 ◇旅館・公衆浴場・理容所・美容所・クリ－ニ 

ング所等生活衛生関係の営業許可 ◇温泉 ◇献血 ◇感 

染症予防対策 ◇食中毒の防止対策 ◇食品衛生関係の営 

業許可、指導 ◇水道・飲料水 ◇狂犬病予防 ◇動物愛 

護 

環境保全グループ ◇環境保全の普及啓発等 ◇地域環境保全計画の企画推進 

◇大気汚染防止対策 ◇フロン対策 ◇ダイオキシン類対 

策◇土壌汚染対策 ◇浄化槽対策 ◇水質汚濁防止対策 

◇廃棄物の減量化・適正処理対策 ◇建物の衛生確保対策 

◇ネズミ・衛生害虫相談 ◇公害等苦情処理 ◇大気環境 

常時監視テレメータシステムの管理運営 

検査グループ ◇公害検査 ◇環境衛生検査 ◇食品等の試験検査 ◇食中毒 

・感染症検査 ◇臨床検査 

食品衛生機動監視グループ ◇食品関係施設の広域的監視・指導 
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《総務担当》

１　総務事務

職員の人事・給与・福利厚生事務及び会計事務を行う。

２　防災及び災害対策関係業務

所内における防災体制の確立や緊急連絡網の整備並びに通信訓練の実施。

３　安全衛生委員会の開催

４　保健福祉サービス調整推進事業

５　情報化の推進

（１）保健所職員研修

情報セキュリティ対策に関する研修を実施した。（1回）

（２）ホームページを活用した継続的な情報提供

６　統計調査

○衛生行政報告例（年度報・隔年報）

○地域保健・健康増進事業報告（年度報）

○人口動態調査（毎月）

７　学生実習、講師派遣

（１）学生実習

　 ○地域看護学実習（保健師）〔担当：健康増進Ｇ〕

…島根大学医学部（10名・5日）、島根県立大学短期大学部（4名・5日）

○行政体験実習〔担当：総務担当〕…島根県立大学（4名・1日）

（２）講師派遣

　 浜田医療センター付属看護学校、浜田准看護学校、島根大学医学部、

島根県立大学短期大学部

平成22年12月20日

　保健・医療・福祉等の関係者の連携を強化して、より充実した保健福祉体制の確立を図る

ため、保健福祉サービス調整推進会議を開催した。（実施は健康増進グループ）

浜田保健所

開　　　催　　　場　　　所

職員の危険又は健康障害の防止及び健康の保持増進に関する事項を調査審議した。

開　　　催　　　日 開　　　催　　　場　　　所

平成22年9月15日 浜田合庁別館　第２会議室

開　　　催　　　日

- 4 -



《健康増進グループ》
１　健康長寿しまねの推進

（１）圏域健康長寿しまね推進会議事業の実施状況

区分 事　業　名 事　　業　　内　　容

１　圏域健康長寿しまね推進会議（構成団体数　32）

　　（１）総会（年2回）

　　　　　①6月24日　部会設置要領の改正、事業計画、県推進会議報告、健康長寿しまね評

　　　　　　　　　　　　　価のための調査等実施協力依頼等　

　　　　　②12月8日  健康づくりグループ表彰及び健康づくり標語表彰式、各部会中間報告、

　　　　　　　　　　　　　表彰者の紹介及び関係団体間の活動交流

　　（２）部会

　　　　・禁煙推進部会　（①6月24日　②2月17日）

　　　　・歯と食の部会　（①6月24日　②3月9日）

　　　　・運動・心の健康づくり部会　（①6月24日　②2月28日）

２　健康づくりグループ表彰　　圏域表彰：5グループ

　　対象：健康づくりに取り組んでいる地域または職場内のグループを表彰する。

　　表彰式：12月8日開催

　　・圏域の「健康づくりグループ表彰」「7024よい歯のコンクール」及び県の「健康づくりグル

　　　ープ表彰」伝達表彰を併せて開催

　　・活動交流の場として、各受賞者及び各受賞グループが日々の活動を発表

３　情報発信

　　浜田保健所ホームページでの健康情報等発信及びまめなたよりの発行

１　たばこに関する正しい知識の普及啓発

　　街頭啓発（禁煙週間）　　6月3日ゆめタウン浜田にてチラシ・グッズ配布

　　庁内放送による啓発　　 5月31日浜田合同庁舎にて放送による啓発とポスター掲示及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　職員へのチラシ配布

    禁煙支援のための相談　　5月31日浜田保健所にてマイクロスモーカライザーによるCO２

                                    　　濃度測定及び相談

２　未成年者への喫煙防止対策の推進

　　小学校、高等学校における防煙・禁煙教室の実施

　　　　　　　　　・浜田市立美川小学校22名参加（10月15日）

　　　　　　　　　・浜田市立雲雀丘小学校190名参加（11月5日）

　　　　　　　　　・江津市立郷田小学校13名参加（3月1日）

　　　　　　　　　・浜田高校定時制12名参加（11月19日）

  島根県では国に先立ち、平成１１年８月「健康増進計画」（健康長寿しまね）を策定し、健康長
寿しまね推進会議を中心に県民運動として健康づくりに取り組んできた。この取り組みの一環とし
て、浜田圏域においても平成１２年度に浜田圏域健康長寿しまね推進会議を設置し「浜田圏域健康
長寿しまね推進計画」（平成１３年度策定）をもとに運動を展開してきた。
  中間年となる平成１７年度には、中間評価を行い圏域の課題を整理し、活動テーマを「脳卒中死
亡率の減少」と「壮年期の自殺予防」として圏域計画の推進を図ってきた。平成１９年度の「島根
県健康増進計画」（健康長寿しまね）の見直しに伴い、平成２０年度には「浜田圏域健康長寿しま
ね推進計画～目標値改訂版～」を作成し、具体的な目標について再度見直しを行ったとともに、平
成２２年度までの計画期間をスライドさせ、最終年度を平成２４年度とした。
  この間、「禁煙推進」「歯と食」「運動・健康づくり」「心の健康づくり」の４つの部会を中心
に健康づくりに取り組みを進めてきたが、平成２２年度からは「運動」と「心」を統合させ「運
動・心の健康づくり」とし、３部会として健康づくり、生きがいづくり、要介護状態の予防を三本
柱に「健康長寿しまね」県民運動をより一層推進している。

平成２２年度浜田圏域健康長寿しまね推進事業実績

　
①
圏
域
会
議
の
運
営

圏域健
康長寿し
まね推
進会議
の開催

　
②
圏
域
計
画
推
進
事
業

１．禁煙
推進部
会

- 5 -



区分 事　業　名 事　　業　　内　　容

３　喫煙者の禁煙支援対策の推進

　　禁煙指導機関のホームページへの掲載

　　歯科医療機関へPRチラシ配布

４　受動喫煙防止対策の推進

　　（１）たばこの煙のない飲食店の拡大　　浜田市3店舗、江津市2店舗登録　　計32店舗

　　（２）公共施設の受動喫煙防止対策

　　　　　浜田合同庁舎玄関前の灰皿撤去、職員への啓発の継続

１　元気はつらつ！歯ｯピー食体験の開催（7月4日）

　　場所：浜田市弥栄町　弥栄会館　　参加者：地域住民70名　

　　【歯のコーナー】歯科健診、ブラッシング指導、顕微鏡による口腔内細菌のチェック等

　　【食のコーナー】歯によい料理の展示・試食、減塩みそ汁と米粉シフォンケーキの試食、

　　　　　　　　　　　　バランスガイドコマ配布等

　　【健康長寿しまね推進会議事務局コーナー】簡易腹囲測定メジャー『腹囲くん』体験と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手作りメジャーの配布等

２　7024よい歯のコンクールの開催　　※歯科医師会浜田江津支部主催事業の共催

　　応募期間：9月1日～10月20日　応募者：22名　最優秀賞1名、優秀賞4名

３　「わが家の一流シェフin島根」料理コンクール一次審査実施

　　圏域からの応募料理一次審査実施

　　審査会：10月18日（事前に部会員全員による書類審査実施）

　　応募者：中学生1名、高校生7名

　　圏域代表料理：ほうれん草とじゃがいものココット

４　歯の衛生週間、むし歯予防デー及び食育月間の普及啓発　

　　内容：6月3日　ゆめタウン浜田にて地域住民を対象に啓発チラシ及びグッズの配布

５　健康づくり応援店の拡大

　　外食を利用する人の健康管理支援によるメニュー栄養成分表示と栄養情報提供

　　新規登録店舗数　4店舗　　総店舗数５０店舗(平成23年3月現在）

６　「マゴタチワヤサシイ・いい歯で健康」の普及、啓発

　　リーフレットを食育月間キャンペーン、元気はつらつ!歯ッピー食体験や各市のイベント事業

　　等を活用配布し、歯と食の健康づくりについて地域住民に対して普及啓発実施

１　早おき、体そう、朝ごはん、はみがきチャレンジの実施

　　夏休みにおいて、小学校と保護者を対象に早起きをしてラジオ体操をし、朝ごはんを食べ、

　　歯みがきをするチャレンジ事業を実施

　　　　圏域参加者：188名（県合計：2,689人）

　　　　　　　<内訳>小学生：162名、親：14名、一般：4名、幼児等：8名

２　職場の健康づくり講演会及び優良事業所表彰の開催

　　【主催】

　　　浜田労働基準監督署、島根県産業保健推進センター、浜田地域地域産業保健セン

　　　ター、（社）島根労働基準協会浜田支部、浜田保健所

　　【共催】

　　　全国健康保険協会島根支部

　　　　開催日：12月2日　　場所：浜田合同庁舎大会議室　　参加者： 91人

　　　　　・講演「労働者の心の健康づくりについて」　：労働基準監督署長

　　　　　・パネルディスカッション「事業所における健康づくりの取組について」

　　　　　　　　パネリスト：健康づくり優良事業所3事業所、産業医、浜田保健所長

　　　　　・事業所の健康づくり活動優良事業所表彰

　　　　　　　　会長賞：１　　　奨励賞：３　　　特別賞：２

２．歯と
食の部
会

３．運動・
心の健
康づくり
部会

　
②
圏
域
計
画
推
進
事
業

１．禁煙
推進部
会
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区分 事　業　名 事　　業　　内　　容

３　浜田圏域まめなウォーカー活動との連携・支援

　　（1）連絡会総会を開催し、ウォーキングの普及を進める。

　　　　日時：7月6日　　　　

　　　　場所：浜田保健所３階多目的室

　　　　内容：昨年度活動報告、今年度活動計画協議、講演、ウォーキング

　　（２）健康づくりグループ等交流会（食生活改善推進員との交流会）

　　　　　第1回　日時：9月1日

　　　　　　　　　　場所：浜田市総合福祉センター

　　　　　　　　　　内容：高血圧についての勉強会、調理実習、まめなくん体操、意見交換

　　　　　　　　　　参加者：30名程度

　　　　　第2回　日時：10月28日

　　　　　　　　　　場所：浜田市総合福祉センター

　　　　　　　　　　内容：調理実習、まめなくん体操、意見交換

　　　　　　　　　　参加者：30名程度

４　普及啓発活動

　　（１）浜田版介護予防体操「元気アップ！まめなくん体操」の普及及びリーダー育成研修

　　　　　会の開催

　　　　　日時及び場所：11月24日　　サンマリン浜田　　　　

　　　　　内容及び参加者：講演及び実技指導　　128名

　　（２）自殺予防対策に関する啓発「世界自殺予防デーキャンペーン」

　　　　　日時及び場所：9月10日　　JR西浜田駅、JR浜田駅、JR都野津駅、JR江津駅　　　　

　　　　　内容及び参加者：啓発グッズの配布　　52名

　　（３）がん検診受診率向上のための啓発「街頭キャンペーン」

　　　　　日時及び場所：10月19日　　江津グリーンモール、ゆめタウン浜田

　　　　　内容及び参加者：啓発グッズと検診日程表の配布、アンケート実施　　35名

　
②
圏
域
計
画
推
進
事
業

３．運動・
心の健
康づくり
部会
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　（２）県民対象の島根県健康栄養調査の実施結果

　　島根県では、保健医療水準の総合指標である平均寿命及び平均自立期間の延伸を目指した取組として、

　平成１２年度から１２年間計画で「健康づくり」「生きがい活動」「要介護状態の予防」を３本柱として「健康長

　寿しまねの推進」に取り組んできた。

　　この度、取組の最終評価を行うにあたり、平成１６年度と同様の調査を実施し、県民の生活習慣・健康意識

　の現状と変化を比較することを目的に２つの調査を実施。

①調査対象人数 ・健康調査・・・浜田市、江津市の２０歳代から７０歳代の性・年齢階級別

・栄養調査・・・浜田市上府町３２世帯

１～１０歳 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代 ８０歳以上 不明 合計

男性 -  (4) 7名(2) 13名(6) 15名(1) 20名(7) 23名(6) 24名(1) -  (1) 102名(28)

女性 -  (5) 12名(1) 18名(4) 17名(4) 16名(8) 24名(5) 25名(5) -  (4) 1 (-) 113名(36)

合計 -  (9) 19名(3) 21名(10) 32名(5) 36名(15) 47名(11) 49名(6) -  (5) 1 (-) 215名(64)

(    )は栄養調査人数

②調査時期 ・健康調査　　１１月

・栄養調査　　１０月下旬～１２月

　（３）小・中・高校生対象の未成年者の喫煙状況調査の実施結果

　　島根県のたばこ対策は、平成２０年３月に改訂した「島根県たばこ対策指針」に基づき展開しており、その

　柱の一つに「未成年者の喫煙防止」を掲げ、「最初の１本を吸わせない」ために、無煙環境と喫煙のきっかけ

　をつくらない取組を進めている。

　　この度、平成１７年度に実施した調査と比較しながら、未成年者を対象とした喫煙経験・喫煙意識等実態把

　握を行うとともに、子どもをとりまく大人達の意識を把握し、将来のしまねを担う子どもたちの喫煙防止等の方

　策に反映させることを目的に調査を実施。

①調査対象 ・県内小学生５，６年生及びその保護者

・県内中学生２年生及びその保護者

・県内高校生２年生１クラス

②調査時期 ８月下旬～９月末
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２　成人保健対策

（１）成人・高齢者の健康増進事業の実施

 平成19年度まで、老人保健事業として実施してきた基本健康診査等について、平成20

年度からは、特定健康診査及び特定保健指導として、医療保険者に実施が義務づけられた。

また、75歳以上は後期高齢者医療広域連合の保健事業の一環としての健康診査として実施

されている。

表１　がん検診の実施状況

（単位：人、％）

31,777

2,802

9.8

42,011

3,508

125

8.4

2,245

130

8.4

平成２２年度

42,011

4,127

226

26,879

35

8.8

42,011

1,722

166

4.1

6.1

42,749

2,783

25,136

1,558

4.3

30,184

1,842

9

39,991

平成１８年度

101

9.3

6.5

42,749

3,956

278

平成１９年度

40,250

2,034 1,686

平成２１年度平成２０年度

42,749

1,842

　　　　　 年度
 項目

4.0

172

2,218
胃がん

対象者

受診者

受診率

要精密

42,000

30,354

150

5.5

170179

5.1

30,458

乳がん

対象者

受診率

受診者

要精密

子宮がん

対象者

受診率

受診者

要精密

大腸がん

対象者

受診率

肺がん

要精密

受診者

受診率

対象者

要精密

受診者

9.9

20

146

42,000

42,000

9.4

284

2,448

129

3,956

40,250

253

31,783

26,912

4,143

3,7393,786

91

1,756

4

6.2 9.1

107

27,879

41110

4.8 5.7

39,991

49

2,258

1,326

1,844

7.1

6

6.1

24,617

1,415

5.8

10.0

9.3

40,250

161

4,018

11.0

9.5

39,991

4,403
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（２）生活習慣病予防対策事業の実施状況

表２－１　地域・職域連携推進事業の実施状況

事　業　名

地域・職域連
携健康づくり
推進協議会事
業

名称 内　　　　容

表２－２　糖尿病対策事業の実施状況

未実施

参加者実施時期

浜田圏域糖
尿病対策検
討会議専門
部会

平成22年11月27日

未実施

実施内容

＜参加者内訳＞
保健医療従事者、糖尿病
友の会会員、地域住民　等

　１１０名

浜田圏域糖
尿病対策検
討会議

糖尿病対策
関係者研修
会

講演「糖尿病にまつわる勘違いアレコレ」
講師：竹田晴生氏
（熊本県宇賀岳病院糖尿病センター）

※日糖協全国糖尿病週間の行事として開催。圏域
の研修会として関係者にも参加を呼び掛けた。

①浜田圏域・地域職域連携推進推進協議会の開催（１回）

第１回 H２３.３.１０ 参加：９団体、1０名

がん検診、特定検診・特定保健指導の状況について

事業所の健康づくり活動基礎調査の実施について 他

②職場の健康づくり講演会 H22年１2月2日 参加者 ９１名（58事業所）

浜田労働基準監督署、島根県産業保健推進センター、浜田地域地域産業保健

センター、島根労働基準協会浜田支部と共催、 全国健康保険協会島根支部の後援

（内容）

健康づくり優良事業所表彰（6事業所）

講演：「労働者の心の健康づくりについて」（白名浜田労働基準監督署長）

パネルディスカッション：「事業所における健康づくり活動の取組について」

③江津市職域保健部会の参画（２回）
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（３）地域リハビリテーションの推進

表３－１　地域リハビリテーション浜田圏域会議の開催状況

表３－２　浜田版介護予防体操「元気アップ！まめなくん体操」推進部会の開催状況

表３－３　脳卒中地域連携クリティカルパス合同委員会の開催状況

表３－４　浜田圏域地域リハビリテーション体制整備に関する検討会の開催状況

１．地域連携パスの運用状況
２．浜田圏域脳卒中対策事業に関する報告
３．意見交換

平成23年3月22日

１．浜田圏域地域リハビリテーション推進行動計画について
２．各機関での実施状況
３．維持期リハビリテーション支援体制について
４．今後の圏域会議の在り方について　　　　　参加者13名

開催回数 内　　　　容

平成23年3月4日

開催回数 内　　　　容

平成22年11月24日

「元気アップ！まめなくん体操」リーダー育成研修会
１．講演「みんなの力で地域を元気に！～元気アップ！まめなくん体操の継
続を目指して～」
２．実技指導

１．体操の普及実績
２．体操の評価・普及に関する確認事項
３．リーダー育成研修会について　　　　　　　参加者10名

平成23年1月20日

１．第１回目の部会協議について報告
２．各機関での事業の位置付けと役割及び次年度の方向性
３．普及媒体の状況・取り扱い
４．体操の評価の方向性　　　　　　　　　　　参加者12名

平成23年3月1日

１．第1回・第2回目の部会協議について
２．普及媒体の状況・取り扱い
３．次年度の事業体制
４．体操の評価について　　　　　　　　　　　参加者13名

平成22年9月2日

開 催 日 時 内　　　　　　容

　高齢者や障がい者が住み慣れた地域で安心して健やかな生活を送るために、リハビリ

テーション体制の充実と要介護状態になることの予防が重要である。

　平成19年度から21年度までの3ヵ年の推進方策を記した「浜田圏域地域リハビリテー

ション推進行動計画」に基づき、身近なところで必要なリハビリテーションを総合的に

提供できる体制整備を進めてきた。

　平成22年度は、圏域内のリハビリテーション体制の現状と課題の具体的検証方法の検

討や、介護予防体操「元気アップ！まめなくん体操」の普及、脳卒中地域連携クリティ

カルパスの運用・評価についての検討を進めてきた。

開 催 日 時 内　　　　　　容

平成23年3月22日

１．浜田圏域地域リハ推進行動計画について
２．各機関での実施事業について
３．維持期リハ支援体制について
４．今後の圏域会議のあり方について　　　　　　参加者19名
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（４）脳卒中等情報システム事業の実施

表４　脳卒中発症者状況調査（平成22年度）

（単位：人）

表５　　脳卒中等情報システム調整会議等実施状況

◇浜田圏域脳卒中対策検討会

平成22年7月28日 浜田医療センターへの事業説明・協力依頼

平成22年8月18日

①浜田圏域脳卒中対策検討会
　島根県脳卒中発症調査の報告
　浜田市脳卒中発症者調査・分析事業
②スタッフ検討会
　調査票、評価方法についての検討

日   時

計 20 166

実　施　内　容　・　状　　況

1

平成22年6月8日
保健環境科学研究所との協議
・浜田市脳卒中対策プロジェクトへの支援方法とデータの取り
扱いについて検討

平成22年6月16日
浜田市との協議
・平成21年度の脳卒中対策のまとめと今後の取り組み

191

1

1 111

4

390

1

1

65～74歳 2 36

  ～39歳 1 2

0

75歳～  9 100 1

40～64歳 8 28 37

0 4

　　　　 区分
 年齢

　島根県脳卒中等情報システム及び、平成17年から開始している「脳卒中発症者状況調査」

から得られたデータを把握・分析し、脳卒中発症予防、再発予防、重症化予防の取り組みを

進めている。

　平成20年度には、急性期から回復期のクリテイカルパスを4病院を中心に検討・作成し、

21年度に運用を開始した。

　また、医療機関から提供された脳卒中発症連絡票等をもとに評価分析をし、管内両市の脳

卒中対策への協力支援を進めている。

くも膜下出血 病型不明 計脳出血 脳梗塞
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３　母子保健対策

  母子保健対策は、母子保健法、児童福祉法を基本として次の世代を担うこどもたちを心
身ともに健康に生み育てるために、思春期から一貫した対策を行っている。地域保健法の
全面施行により平成9年度から住民に身近な保健サービスは市町村において実施し、県は
より専門的広域的な課題に基づく母子保健事業を実施している。

表６　出生、妊娠届出の状況

（１）母子保健推進体制の充実

母子保健の推進を図るため、関係者による検討会及び研修会を開催した。

表７-1　母子保健推進協議会

平成19年度

4

5 2

18

平成22年度

613

474

平成20年度

611

1

3

平成21年度

673

568

1

31

548

567

区　　　　分

妊娠届出数

3

不      詳

満12～21週

6

参　　加　　者

報告・協議

１．母子保健推進協議会の取組の経過について
２．「浜田圏域健やか親子しまね計画」における
　　各関係機関の取り組み
３．浜田圏域母子保健推進協議会事業計画について
４．情報提供
　　　「浜田圏域における新型インフルエンザの
　　　状況について」

平成22年7月7日

満11週以内

110 123

満22～27週

75

満28週以上

表７-２　母子保健従事者研修会（小児保健協会の研修に併せて実施）

平成22年6月29日

管内市母子保健担当
者、保健所職員

１．情報提供
　　・22年度母子保健事業について
２．検討事項
　・乳児家庭全戸訪問事業について
　・妊産婦保健指導連絡票について

表７-３　母子保健担当者会

開 催 日 時 参　　加　　者 内　　　　　　　　　　　　　　　容

平成22年12月7日

保育所・学校等関係
者、医療機関関係者、
市町村関係者、保健所
職員、その他母子保健
に係る関係者

・行政説明
・講演「親の心に寄り添うために」
　講師　島根県立大学　准教授　川中淳子　氏
・意見発表「子育て機関での支援の実際」
・体験講座「みんなで考える子育ての学びのススメ
　　　　　～子育ての中の親を支えるために～」
　講師　島根県立西部社会教育研修センター
　　社会教育主事　佐田尾志おり 氏・島田謙一 氏

開 催 日 時

平成18年度

692

9

開 催 日 時 参　　加　　者 内　　　　　　　　　　　　　　　容

499

110

内　　　　　　　　　　　　　　　容

浜田医療センター、済
生会江津病院、浜田市
医師会、江津市保育研
究会所長部会、浜田市
市立教育研究会養護部
会、江津市教育研究会
養護部会、浜田市民生
児童委員協議会、江津
市民生児童委員協議
会、浜田市、江津市、
浜田市子育て支援セン
ター、江津市子育てサ
ポートセンター、浜田
教育事務所、浜田児童
相談所、浜田保健所

84

2

55

3

5

417
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表８－１　低体重児の出生状況
（単位：人）

表８－２　低出生体重児親子交流会の実施状況

表９　妊婦、乳幼児健康診査等の実施状況

1,242

893

96.2

71.9

607

590

97.2

665

640

88.1

8.7

平成20年度 平成21年度

8.1

1,346

平成22年度

1,244

1,242

4人（2組）
自己紹介、読み聞かせ、折り紙、パズル、情報提供、自
由遊び・交流、個別相談・計測

1,094

49

633

低体重児出生数

出  生  割  合

内　　　　　　　　　　　　容

11.4

参　加　者

項　　　　　目 平成18年

自己紹介、手遊び、読み聞かせ、手足形づくり・シール
張り、自由遊び・交流、個別相談・計測

出    生    数 562

8.9

自由遊び（子育て支援センター事業に参加）、個別相
談・計測

開　　催　　日

平成22年5月19日 2人（1組）

61

7人（3組）

684 638

平成23年3月16日 6人（3組）

78

平成22年9月15日

自己紹介、手遊び、クリスマスツリーづくり、情報提
供、自由遊び・交流、個別相談・計測

平成23年1月19日

自己紹介、手遊び、手作り絵本作成、情報提供、自由遊
び・交流、計測

平成21年

9.6

平成19年

平成22年11月17日 4人（2組）

平成22年

605

54 51

平成20年

　　　　　年度
 項目

平成18年度 平成19年度

1,603

1,134妊
婦
一
般 受診率（％）

延受診者数

96.5 92.485.3

1,180

1,196受診票交付数 1,384

141.4

1,154

883 911

669

71.7

該当児数 641

73.373.4

95.4

乳
児
一
般

受診票交付数 1,346

延受診者数

受診率

965

76.5

1,164

891

1,196 1,242

669３
歳
児

該当児数

589

受診者数 627 630

１
歳
６
カ
月 96.897.8

570

98.0

725

95.0

639

707 597

672 585

95.5受診率

703

93.1

659

受診率

受診者数 675

93.7
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表１０　未熟児養育医療給付状況

表１１　育成医療支給認定状況

表１２　小児慢性特定疾患治療申請状況

表１３　特定不妊治療費助成件数

3月

6 1

10月 11月8月

5 138 12申請件数 1 1 5 7

4月 5月 6月 7月

申請件数 9 13

1 13

計2,501ｇ以上

音声・言語
機能障害

 2,001
  ～2,500ｇ

54

計腎臓障害 その他

1月

11

59525

9月 12月

1

2月

5

先 天 性
代謝異常

血友病等
血液疾患

5

神経筋
疾　患

慢　性
心疾患

 1,001
  ～1,500ｇ

 1,501
  ～2,000ｇ

2

心臓障害視覚障害

膠原病

給付件数 1

1,000ｇ以下

聴覚・平衡
機能障害

悪　性
新生物

肢体不自由

慢　性
腎疾患

給付件数 6 3 31

25

ぜんそく
内分泌
疾　患

糖尿病

4

計

70

（平成22年度）

59

計

(平成22年度）

（平成22年度）

2

慢性消化
器

疾　患

(平成22年度実数）
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市町村母子保健事業（平成 22年度）

浜　田　市 江津市
448 162

思
春
期

青
年
期

浜田：中高生ヤング子育てサポーター育成事業
金城：母子保健スタッフ研修会
弥栄：赤ちゃんふれあい体験事業（社協事業の協力）
旭：思春期保健教室（浜田高校今市分校）
三隅：中学生赤ちゃんふれあい体験（社協事業への協力）

高校生ヘルシー教室・クッキング教室年２か所実施

母子手帳交付とともに保健指導を実施
妊娠届出用紙に虐待リスク把握のアンケート項目を追加している
保健指導・栄養指導・食生活アンケート

母子手帳交付
保健指導、栄養指導
生活アンケートをとり、虐待予防の視点をもって対応

電話相談、窓口相談（随時）
転入時母子保健サービス紹介とともに保健指導実施

随時

妊婦一般健康診査（14回）県内医療機関委託、県外も可能 妊婦一般健康診査（14回）県内医療機関委託

１歳６か月健診時希望者のみ実施（浜田・旭・三隅・金城）

必要時 必要なケース

ママパパ学級（3回コース　計１２回）・アロマセラピー(月1回)･ミュージックセラピー(月1回）･プレママとママの会(月
1回）・相談事業

パパママ教室（年12回）、おっぱい相談（年１２回）

出
生

出生届出時に、母子保健・子育て支援サービス紹介、予防接種の説明に加え母子の健康状態把握し、保健
指導実施・こんにちは赤ちゃん訪問のPR

母子の健康状態把握、予防接種手帳の発行、赤ちゃんの手引き配布（健診・相談）、訪問のＰＲ、母子保健
サービスの説明

訪問者：専門職及び市職員（ 保健師・委嘱助産師・看護師・栄養士等）、ボランティア等一般の人（ 子育て応
援隊等）
継続支援が必要な対象者に対しては、訪問、乳児健診、その他母子保健事業・子育て支援事業において継
続支援する。

保健師（２名）で訪問　※在宅の専門職種がいない。
訪問の状況から必要なケースは保健師が継続。その他必要な支援サービスへの調整などを行う。

中核機関：浜田市子育て支援課
対象家庭に対し、電話、訪問等による積極的アプローチを行い、養育に関しての必要時応じたきめ細かい助
言指導を行う。 困難及び緊急事例については、係内で対応を協議し、必要に応じ児童相談連絡会（月１回）
で関係機関と連携し、対応を検討する。

委嘱助産師保健師による訪問（出生連絡票による希望者、その他希望者、必要時）
必要時保健師による（ハイリスク者）
こんにちは赤ちゃん事業による訪問

病院から連絡訪問依頼ケース（ハイリスク児）
必要なケース（育児不安の強いケース）

こんにちは赤ちゃん事業による訪問
必要時

健診未受診児、要観察児

必要時 健診未受診児、要観察児

乳児 医療機関委託健診
乳児一般健康診査（前期・後期）県内医療機関委託、県外も可能

乳児一般健康診査（1か月・10か月）県内医療機関委託

乳児 集団検診
浜田：年12回（４～５か月）　金城：年4回(３～5ヶ月、８～１０か月）　旭：年４回（3～5か月、9～11ヶ月）　弥栄：
年3回０～１２か月未満）　三隅：年４回４～６か月）

年６回（３～５か月）

浜田：年12回（１歳６か月～１歳７か月）　金城：年４回（１歳６か月～１歳８か月）　旭：年４回（１歳６か月～１歳９
か月）　弥栄：年３回（１歳６か月～２歳未満）　三隅：年４回（１歳６か月～１歳９か月）

年６回（１歳６か月）

年12回（３歳３か月～３歳４か月）全市 年６回（３歳４か月～３歳５か月）

金城：5歳児健診4回（今年度５歳になる児）

郵送にて勧奨、次回呼び出し、訪問、園巡回時発達等の確認 電話・訪問

年２４回（２会場で実施、健康相談と同時）
年６回（乳児健診と同時実施）

子育てサポートセンター主催：ふれあい遊び・赤ちゃん講座・ベビー３B体操など

出前講座：「早寝早起き朝ごはん」「むし歯予防」など　希望により随時開催

浜田：在宅児年4回（フッ化物歯面塗布とあわせて個別歯科指導実施）金城・旭・弥栄・三隅：在宅児年２回
（フッ化物歯面塗布とあわせて個別歯科指導実施）
支援センター　歯科相談　奇数月の第３金曜日

年２回すくすく教室

浜田：在宅児年4回、各保育園・幼稚園年2回ずつ
金城・旭・弥栄・三隅：各保育園で在宅児合わせて年2回

年２回すくすく教室にて歯科検診と同時実施
各保育園・幼稚園　年２回づつ
１歳６ヶ月健診時（年６回）

小中学校（教育委員会の事業） 市内４校で実施（教育委員会事業）

来庁者随時
子育て支援センター育児相談（週2回、保健師、栄養士、保育士、助産師による相談）
金城・三隅・旭：月１回育児相談実施(三隅については偶数月は社会福祉協議会の子育てサロンと共催）、弥
栄：年5回育児相談実施
すこやか相談本庁一括実施（年10回、医師・保健師による健康相談）

年２４回（２会場で実施、離乳食教室と同時）
子育てサポートセンターにて随時実施（メール・電話等）
おっぱい相談（江津会場　年１２回）

転入時、乳幼児に母子保健・子育て支援サービス紹介、予防接種紹介とともに保健指導実施
浜田市子育て応援隊育成事業
乳児健診時に読み聞かせ及び絵本のプレゼント
子どもの生活習慣づくり応援事業(乳幼児、放課後児童クラブ）
地域組織活動育成事業（井野ファミリーサークル・浜田母親クラブ・キッズクラブ）
しまね子育て支援プラス事業（子育て支援情報発信事業・子育て家庭の交流活動事業・子ども活動プログラ
ム充実事業）
子育て創生事業（子どもとおとなが関る楽しさを体験するワークショップ・みんなで楽しく子育て環境づくり・出
会い応援事業）
食育事業
子育てファミリーサポートセンター事業
事故予防対策事業
旭：子育てサロン・広場（社会福祉協議会事業）への職員派遣
三隅：児童館（井野・三保）の開館

子育てサポートセンター事業：
　食育講座
　命の大切さを知るこころの教育（小学生・中学生・高校生セミナー）
　ボランティア育成講座
　こどもまつり（５月）・クリスマスコンサート（１２月）
　赤ちゃん登校日

風の子委託

年12回すこやか健診（本庁で一括実施） 年１２回発達健康相談

随時　保育所幼稚園巡回相談　三隅聖こう寮巡回相談
おしゃべり会の開催（障害児を持つ親の会）

ごうつすくすく相談ネット協議会による相談支援
・保育所等巡回相談　・発達支援コーディネーター等連絡会　・施設職員研修等　　・交流事業など

浜田市保健医療福祉協議会
要保護児童対策地域協議会（児童福祉）
浜田市特別支援連携協議会（教育委員会）
母子保健スタッフ連絡会
ケース検討会、小児期からの生活習慣病予防推進委員会（教育委員会）　三隅自治区特別支援教育連絡会

要保護児童対策地域協議会
ごうつすくすく相談ネット協議会
健康づくり推進協議会母子保健部会
子育てサポートセンター・支援センター等事業連絡会（年６回）

０人

０人

助産師2人 ０人

新
生
児
・
乳
幼
児
期

訪問

新生児

乳児

３歳児

その他

離乳食等

教室

乳児

幼児

未受診者対策

出生届出時の保健指導

１歳６か月児

こんにちは赤ちゃん事業
＊訪問者、継続支援の方法等

養育支援訪問事業
＊中核機関名、サービス等

幼児

健康診断

市町村名
Ｈ21年出生数

講演会・教室・フォーラム等

妊
娠
中

妊娠届出の対応

妊婦に関する教室活動

健康相談

妊婦健診（委託健診）

妊婦歯科健診

妊婦訪問

子育て相談

その他子育て支援事業（ブックスター
ト事業他）

ミニ療育教室

教室

各自治地区：離乳食講座（乳児健診時年12回）
各自治区：幼児食講習（１歳６か月健診時年12回）
浜田：子育て広場（年12回×浜田5地区）
旭・弥栄・三隅：育児相談・子育てサロンにあわせて実施
金城：乳１歳半健診５歳児健診時にあわせて
トークでリフレッシュ(月1回）･親子キッドビクス(月1回)･手遊びランラン(月1回)･絵本の会(月2回)･音楽リ　ズム
(月1回)･手作り布おもちゃの会(月1回)･お楽しみタイム(月1回)・おとうさんと遊ぼう(月1回)･育児相談、測定(週
2回)

歯科保健
フッ化物塗布

フッ化物洗口

推
進
体
制

会議等

母子保健推進員（人）

愛育班員（人）

委嘱助産師等（新生児訪問）（人）

障
害
児
等

発達クリニック

障害児相談等

- 16 -



（2）ハイリスク長期入院児在宅療養支援ネットワーク構築事業

（3）新生児聴覚スクリーニング事業

１　圏域周産期医療の状況について
（１）分娩状況
（２）お産応援システム
（３）妊婦健康診査状況
２　養育支援を必要とする妊婦・辱婦・新生児等
連絡指導事業について

　近年、医療技術の進歩等により、地域において日常的に医療的ケアを必要としながら、

在宅療養している児が増加している。これらの児とその家族を地域で支援する体制はまだ

不十分であり、医療・保健・福祉等の関係機関が十分連携し、在宅療養生活におけるQOL

向上をめざした地域ネットワークの検討が必要である。

　妊娠期から出産、新生児期を通して総合的な周産期医療体制の整備が必要である。全県

的には、総合・地域周産期母子医療センターの指定による機能分担と搬送や情報提供等の

体制整備を推進総合・地域周産期母子医療センターの指定による機能分担と搬送や情報提

供等の体制整備を推進することとしているが、さらに圏域特性に応じた具体的なネット

ワークの確立をめざした検討が必要である。

　浜田圏域の周産期医療体制は、セミオープンシステムと地域と病院で実施されている母

子保健サービスを自由に選択できることを保障するシステムであり、①総合病院の外来診

療の負担軽減を図り、②診療所医師のマンパワーを活用し、③地域と病院の母子保健サー

ビスの連携充実を行うことをねらいとしている。

平成23年2月21日

産科医療機関、開
業助産師浜田市、
江津市、保健所等

23名

　聴覚障害を早期に発見し、適切な支援を行うことは言語の発達や社会性の発達を促す上

で大切である。

　近年、新生時期に聴覚検査を簡易にできる機器が開発され、短時間で精度の高い検査が

できるようになったため、県内の医療機関においても聴覚検査が普及してきた。

　平成20年度に県が作成した「新生児聴覚スクリーニングと聴覚障害児早期支援のための

手引き」を基に、関係機関と浜田圏域のシステムを検討・構築した。

　周産期医療体制検討会において事業の評価を報告した。

表１４－１　周産期医療体制検討会

（4）周産期医療体制検討会
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（5）思春期の保健対策

（6）母体保護

　母体保護法第25条の規定に基づく届け出により、人工妊娠中絶、不妊手術の状況をとりま
とめている。

表１５　人工妊娠中絶、不妊手術の状況 （平成22年度）

※人工妊娠中絶件数　　管内者109件、管外者40件

※不 妊 手 術 件数　　管内者7件、管外者2件

0

0 1

週不明

7週以前 6

20～21週

0

12～15週

91 6 1 0 0 0

20

3

　エイズ出張講座に併せ、健やかな母性、父性の育成を支援している。

0 0

計
45歳
～

49歳

0 0

1

表１４－２　周産期医療連携体制行政検討会

平成22年9月24日

平成22年10月6日

0 0

6 9

0 2

0

0

不妊手術 0 0

0

0 216～19週 0

1

2

0

0

0 0

0 0 0

0

00

0 0 0 0

0

0

人工妊娠中絶 39

1

10

24

0 0

13 3

　　　　　件　数

　項　目

30歳
～

34歳

35歳
～

39歳

40歳
～

44歳

年齢階級別実施件数

20歳
未満

20歳
～

24歳

25歳
～

29歳

50歳
以上

不詳

530

020 19 10

02

0 91

１．養育支援が必要な妊婦・辱婦・新生児保健指導連絡
事業の実施について

12 16 34 32 149

医療機関、浜田市・江
津市、保健所

0

11

0

188～11週 5
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４　歯科保健対策

　　80歳20本の歯推進事業

　（１）歯科保健定着促進事業

　　　１）歯科保健連絡調整会議
開催日時 出席者

平成23年1月11日

・島根県歯科医師会浜田江津支
部
・島根県歯科衛生士会浜田支部
・島根県環境保健公社浜田支所
・浜田市
・江津市
・浜田市教育委員会
・江津市教育委員会

　（２）歯科保健推進事業

　　　１）事業所における歯科健康セミナー
開催日時 参加者数

平成22年7月29日 6名

平成23年1月28日 58名

　　　２）歯周病自己検診チェック票の検討、活用

１．圏域の歯科保健の現状
２．各市のライフステージに沿った歯科保
健対策
３．働きざかりの歯科保健対策
４．高齢者の口腔ケアの取り組み
５．働きざかりの歯周疾患予防対策
６．フッ化物洗口の取り組み

内　容
１．歯科医師のよる講義
　①歯周疾患と全身疾患の関係について
　②セルフチェックシート結果説明
２．保健所からの情報提供

　生涯を通じた歯の健康づくりを進めるため、管内各市、関係機関との連絡会を開催し圏域の歯科保
健の問題点、課題について協議・検討した。また、壮年期歯科保健対策として事業所において歯科保
健セミナーの開催、昨年度実施事業所への事後アンケートを実施し歯周病と全身疾患の関係につい
て普及啓発を実施した。

内　　容
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　（３）市支援

１）歯科保健対策への支援
　・フッ化物洗口データの提供

２）人材確保への支援
　・市町村歯科保健事業への人材確保調整
　・在宅歯科衛生士の資質向上のための連絡会の開催（偶数月1回開催）

　（４）啓発事業

１）「元気はつらつ歯ッピー食体験」　　別途記載（健康長寿しまねの推進）
２）歯の衛生週間キャンペーン　　　　　別途記載（健康長寿しまねの推進）

　（５）歯科保健データ

　　表１６－１　１歳６か月歯科健診結果年次推移

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

圏域平均 2.7 2.3 2.8 1.6 1.5 1.2 1.0 0.9 1.6 1.8 1.6

県内平均 4.5 4.8 4.0 5.2 4.3 4.7 4.4 4.3 4.5 3.3 3.0

　　表１６－２　３歳児歯科健診結果年次推移

①むし歯有病者率の年次推移

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

圏域平均 28.9 27.9 27.4 26.8 24.1 20.1 21.0 14.9 14.7 14.7

県内平均 35.6 34.8 33.5 33.1 28.7 27.4 27.4 25.9 26.4 23.3

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

35.0 

40.0 

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

むし歯有病者率年次推移
圏域平

均

県内平

均

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

6.0 

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

１歳６カ月児むし歯有病者率年次推移
圏域平均
県内平均
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②一人平均むし歯本数の年次推移

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

圏域平均 1.06 0.96 0.93 0.98 0.69 0.58 0.70 0.47 0.46 0.39

県内平均 1.53 1.18 1.40 1.36 1.11 1.22 1.04 0.95 0.84 0.81

　　表１６－３　保育所・幼稚園児歯科健診結果年次推移

市自治区別一人平均むし歯数（本）  ～　3歳児以上児　～

H１２ H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
2.3 1.8 1.9 2.0 2.0 1.7 1.4 1.4 1.5 1.2 1.1

3.1 2.6 2.4 2.3 2.3 1.4 1.3 1.1 1.0 1.1
2.5 2.5 2.3 2.4 2.2 2.1 2.0 1.9 1.9 1.7 1.3

1.3 1.4 1.6 1.4 1.5 1.5 1.3 0.9
2.1 2.1 2.0 2.2 2.4 0.9 1.9 1.2 1.1 1.0 1.0
1.9 1.9 1.8 1.5 1.9 1.9 1.6 1.7 1.2 1.2 1.0
1.8 1.8 1.7 2.1 2.3 1.9 0.8 0.9 0.3 0.5 0.8
1.9 1.9 2.0 1.7 2.0 1.9 1.9 1.5 1.3 1.1 1.0

旭自治区

弥栄自治区

三隅自治区

旧浜田市（保）

旧浜田市（幼）

江津市(保)

江津市（幼）

金城自治区

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

3.5 

H１２ H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

市自治区別一人平均むし歯数の年次推移

旧浜田市（保） 旧浜田市（幼） 江津市(保) 江津市（幼）
金城自治区 旭自治区 弥栄自治区 三隅自治区

0.00 

0.20 

0.40 

0.60 

0.80 

1.00 

1.20 

1.40 

1.60 

1.80 

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

一人平均むし歯数年次推移
圏域平

均

県内平

均
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　表１６－４　フッ化物洗口実施施設一覧
平成21年度

　表１６－５　永久歯のむし歯状況（フッ化物洗口実施小学校）
平成21年度

　表１６－６　学校歯科健診結果（12歳児）

一人平均むし歯本数の年次推移

郷田小学校

小学校

93 93

小学校

1.2

145 144

998

むし歯有病者率

小学校

小学校

小学校

小学校

小学校

90

小学校

小学校

小学校

小学校

江津市
桜江小学校 小学校

桜江中学校 中学校

中学校

浜田市

後野小学校

佐野小学校

上府小学校

和田小学校

今市小学校

金城中学校

旭  中学校

松平小学校

木田小学校

市木小学校

岡見小学校

中学校

小学校

有福小学校

72

施設名

16
18

小学校

小学校

施設区分

波佐小学校

雲城小学校

今福小学校

61
11

150
52
27

61
11

151
52
27

小学校1年

111
57

77
20 15

1,018

Ｆ洗口
実施者数
（人）

施設
総人数
（人）

54
111

72

54

12

16
18

13
15

小学校6年

浜田圏域

小学校5年

小学校1年
小学校2年
小学校3年
小学校4年

全県

20.6
29.3

11.6

21.2 0.5
0.3

0.2

0.9
小学校4年

浜田圏域

12

15

12.6
6.5

57

0.01.1
8.9 0.1

13

全県

Ｈ17

0.2

0.2
小学校3年
小学校2年

小学校5年

0.4

0.1

1.30

Ｈ21
1.44

1.501.95

Ｈ15
1.41

1.93

1.61

1.82

Ｈ14
1.62

Ｈ13

21.9
14.9

1.48

43.4
37.4

0.6

小学校6年

圏域平均

Ｈ18
1.91

1.70県内平均 2.52

2.09

Ｈ12

1.94

合計

2.13

0.92

Ｈ16

一人平均むし歯数

Ｈ19
0.99

1.59

Ｈ20
1.14

0.00 

1.00 

2.00 

3.00 

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

一人平均むし歯本数の年次推移
圏域平均
県内平均

6.5 

12.6 

20.6 

29.3 

37.4 

43.4 

1.1 

8.9 
11.6 

14.9 

21.9 21.2 

小学校1年 小学校2年 小学校3年 小学校4年 小学校5年 小学校6年

むし歯有病者率 全県 浜田圏域

0.1 
0.2 

0.4 

0.6 

0.9 

1.2 

0.0 
0.1 

0.2 0.2 
0.3 

0.5 

小学校1年 小学校2年 小学校3年 小学校4年 小学校5年 小学校6年

一人平均むし歯数
全県 浜田圏域
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５　栄養改善対策

表１７　外食栄養成分表示店（健康づくり応援店）店舗数

実施店舗数 ※重複有り

表１８　栄養表示基準相談件数

表１９－１　給食施設数

表１９－２　給食施設指導状況

表２０　食育の推進　

食育推進
フォーラム

平成23年2月6日

食育推進ボ
ランティア
交流会

食育検討会 平成22年6月24日

51

１回100食以上又は１日250食以上の施設

2

栄養士（管理栄養士）
がいる施設

  保健所における栄養改善対策は、地域の健康・栄養状態の把握・分析、住民への直接的な
指導を行う市町村への支援、関係機関との広域的な調整等、行っている。また、健康増進法
に基づく栄養表示基準や外食栄養成分表示制度等、住民が自分にとって望ましい「食」を選
択できるような環境整備を推進している。
　特定かつ多数人に食事を提供する施設の栄養管理については、健康増進法による助言、指
導を行っている。
　「食育」の推進については、各市、施設等で行われている様々な取組への支援と、食育に
関わる関係者の研修・交流会を開催した。なお、管内各市においては、食育の推進に関する
施策を計画的に推進するための「食育推進計画」が、平成19年度末に策定された。

0

4 9（兼務4施設含む）

48

集団（研修会）

件数

特定給
食施設

１回300食以上又は１日750食以上の施設

10（兼務1施設含む）その他の給食施設（1回50食以上）

栄養成分表示店

17

健康情報提供店

個別相談

5

栄養士（管理栄養士）
がいない施設

19

その他

※〔その他の給食施設〕指導数には、1回50食未満の施設への指導も含む。

指導回数
（施設数）

一般来場者　200名

指定施設以外 合計
その他の給食施設

特定給食施設

名称

・講演「子どもに伝えたい家庭の食文化」
  講師：料理研究家
        フードプロデュース 土井善晴 氏
・事例発表
　　○スローフード体験
  　○保育園での食育取組
　  ○地産地消、安全な食の提供の取組

※島根県食育推進フォーラムと兼ねて実施。
  浜田市食育フェスタと同時開催。

・浜田市食育推進ネットワーク会議への参画及び、食育啓発イベント｢食育フェスタin浜
田」への協力
・ボランティアとして地域の食育活動等に貢献した人に対し、保健所長感謝状を授与

栄養士会、食生活改善推進協議
会、食品衛生協会、歯科医師
会、歯科衛生士会等　12名

参集者

食生活改善推進員、まめな
ウォーカー　　　29名

平成22年9月1日

・高血圧についての勉強会
　　「高血圧予防の食事」、調理実習、意見交換
・まめなくん体操
※食育を推進している、または食育に興味のあるボ
ランティア団体どうしの交流会を支援。

・地域における食育の普及啓発のために、
食育活動にかかわる関係団体間の情報交換
を行った。

開催日 内容

2

病院

指定施設

2

病院 福祉施設

2

福祉施設

114

福祉施設病院

1
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６　地域保健体制の整備

  地域においては、健康課題や地域の特性を踏まえた総合的な保健福祉活動の展開が必要で

ある。圏域においては、浜田圏域健康長寿しまね推進会議、各市町においては、表２２のとおり、

協議の場を設けて地域における保健対策を推進している。

表２１　市協議会等設置状況

表２２　地域保健専門職員研修会開催状況

※平成18年度より県のゼロ予算事業として各圏域で開催

表２３　人材の確保状況 (H22年10月1日現在）

 

表２４　市町村保健センターの整備状況

1983.10.1 1998.4.1

摘　　　　　要
江津保健セン
ター

桜江保健セン
ター

金城保健福祉
総合ｾﾝﾀｰ

旭保健セン
ター

弥栄会館
三隅町保健セ
ンター

整　備　時　期 1987.4.1 198１.4.1 1986.4.1 1984.4.1

0 0 0 0 0

江津市 金城自治区 旭自治区 弥栄自治区 三隅自治区

栄
養
士

保健関係 3 1 1 1 1

福祉関係

その他 1 0 0 0

第3回 H22.12.20 10人

(1)事例検討
①退院調整が難航している社会的入院継続の事例
②特定保健指導終了後も健康的な生活習慣が継続で
きるための支援方法を検討する事例
③主治医の何気ない一言で抑うつ状態になった脳卒
中発症後の事例
(2)出雲地域における他職種による支援の実際
地域生活支援センターふあっと　東美奈子氏

保
健
師

福祉関係 3 0

2

0

江 津 市 江津市健康づくり推進協議会

①健康推進地区連絡会
②母子保健部会
③職域保健部会

研　　修　　名 開催日 参加者

市町村名 会　　　　　議　　　　　名 摘　　　　　　　　　　　　　要

浜 田 市 浜田市保健医療福祉協議会

①次世代育成専門部会
②地域保健医療専門部会
③障害者福祉専門部会
④地域福祉専門部会
⑤高齢者保健福祉専門部会

研　　　　　修　　　　　内　　　　　容

①講義　業務研究の視点
県立大学出雲キャンパス　教授　吾郷美奈恵氏
②業務研究内容のプレゼンテーション
③グループワーク

第1回 H22.10.4 17人

第2回 H22.11.15 15人
①講義　事業効果の検証
保健環境科学研究所長　大城　等氏

10 2

第4回 H23.3.28

(1)業務研究報告　保健所、浜田市、江津市
(2)講話　健康づくりを担う専門職に期待すること
浜田保健所　竹内俊介所長
(3)講話　島根県の保健活動を次世代につなげてい
くために～全国保健師長会の研究調査から見えてき
たこと～　　浜田保健所　永江尚美総務保健部長

0 0

弥栄自治区

保健関係

江津市金城自治区 三隅自治区浜田市 旭自治区

2 6

3

0 4

0

0

2
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７　精神保健対策の実施

（１）医療対策の実施

表２５措置入院・通報処理状況（平成22年度実績）

（単位：件）

表２６　医療保護入院届出状況

（単位：件）

表２７　精神障害者保健福祉手帳交付及び公費負担の状況

（単位：件、人）

平成18年度

130

　　　　　 年度
　疾患名

老年期器質性精神病

1245

手帳交付件数

195計

　　　　　 年度
　疾患名

アルコール精神病

平成22年度

11890

平成１9年度

115

公費負担受給者

586507 557

平成１8年度 平成１9年度

720

平成21年度

176169 209 235

平成20年度

601

平成22年度

537

そううつ病

その他（てんかん等）

1411

10 3 4

3

21

42 5638

11

26

17

5

46 59

平成21年度

149

7

25条による通報

26条による通報

平成20年度

統合失調症

9

3

2

8

0 0

0

1

0

8 0

非該当

会議を開催し、関係機関の連携体制の強化を図っている。

23条による申請

計 14 5

2

24条による通報 4

14001266

　平成11年度から島根県精神科救急医療体制整備事業が施行となり、精神疾患の急発、

急変により速やかに医療が必要な者に対して、迅速かつ適切な医療の確保を図り、対象者

の社会生活を支援していくために、圏域においても精神科救急医療体制整備圏域連絡調整

申請通報件数 措置件数

16091489
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（２）啓発活動と相談業務の充実

平成19年度からは、自立支援ボランティアの養成を開始した。

表２８　研修会等の実施状況

表２９　精神保健ボランティアの取り組み

平成5年度から島根県立精神保健福祉センターで養成講座を開催。

平成10年度から各保健所でボランティア養成講座開始。

平成19年度は、退院支援事業の実施に伴い、精神保健ボランティアと自立支援ボラ

ンティアの2種類のボランティアの養成を行った。

平成20年度は、自立支援ボランティアのフォローアップ研修を実施。

年度別・市町村別修了者数

平成17年度以降は市町村合併し、2市と

なっている。

「のぞみの会」浜田保健所管内のボランティア組織として、平成11年6月1日結成。

会員数21名(H22年度末現在）。県下のボランティア組織　8組織。

こころの健康ボランティア養成講座

15

16

3

34

18

福祉相談を行っている。また、精神保健福祉に対する理解を得るために、啓発活動が

大切であり地域住民を対象にボランティア育成等を実施している。

心の健康づくりに関する講演
相談窓口の周知

浜田市 江津市

65

金城町

4

331

7 0 27

計

ボランティア活動について
心の病気について    体験発表
地域生活移行支援の取組について

弥栄村

10年度 0

3

1

1

10

7

12年度

23

1

1

9

0

19

11年度 13

1

04

2

0

5

10 0

2

20

14 2

3 0

0

3

17年度 7

9

1 8

江津市 計

8 3

18年度 20

13年度

14年度

浜田市

15年度

16年度 24

メンタルヘルス出張講座

研　　　　　修　　　　　名

　精神障害者の早期発見、早期治療を促し、本人家族への支援を目的として精神保健

参加者数 内　　　　容回　数

旭町

450

0

02

0 1

三隅町 管外

9

0 0

3

171

0

47

41

11

42

5

31

19年度

20年度

計

7

13

21年度

22年度

18

0

1

4

11

196 92 339

8 15

18
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表３０　こころの健康相談実施状況

（単位：件）

116

7

3

5

165

31

※内容別：電話を除く

平成22年度

1,650

80

37

1,417

8

30

43

0 0

10

195

65

171

44

社会復帰

老人精神保健

10

思春期保健

心の健康づくり 13

5

アルコール

薬物

66

13

96 189

368

87

13

355

50

平成21年度

2,964

166

20

平成19年度 平成20年度

2,598

159178

　　　　　 年度
　区分

2,128

1,773

平成18年度

1,055

799

31 39

方法別

定期相談

129

138

随時相談

内容別*

電話

訪問

2

58

7

90

2,526

222

3

2,230

438256

24 3620

3

249169

1

110その他
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○ 浜田圏域自殺予防対策連絡会の開催（年2回）

○

１）9月10日世界自殺予防デーキャンペーンを実施

① 7:15～8:15

ＪＲ浜田駅、ＪＲ西浜田駅、ＪＲ江津駅、ＪＲ都野津駅にて啓発用グッズを800部配布

こころのうたキャンペーンの「きづき」配信

　　②自立支援ボランティアによる街頭キャンペーン

２）「ひとりで悩まないで相談カード」15,200部作成し、医療機関やタクシー会社、旅館組合へ配布

３）「心の疲労度チェックノート」「こころのチェックシート」増刷

４）「多重債務法律相談紹介状システム」の検討及び試行

○研修

１）ゲートキーパー養成研修

① 46名

・自殺の現状と課題及びゲートキーパーについて

・「自殺と精神疾患」　　　　　　　　　こころクリニックせいわ所長　内田有彦　　　　　

・各機関から活動報告

② 39名 講師 臨床心理士 齋藤　渉

・

２）うつ病研修会

　 対象：医師、看護師、保健師等

①

・「うつ病の診断と治療」　　　　　　島根県済生会高砂病院　副院長　矢富克介

②

・「プライマリケアのためのうつ病の診断と治療」西川病院　診療部長　松本貴久

○ワンストップ・サービス・デイ

・ 心の相談者1名（相談者総数2名）、心の相談窓口に従事

・ 12月16日～12月10日 相談者0名、ワンストップ・サービス強化期間として実施

○ その他

・業務検討会実施

・いのちの電話石見分室（仮称）開設準備会出席及び支援

に基づき、関係機関との連携により、地域生活を支援する体制づくりを進めている。

平成19年4月から地域生活移行支援事業を開始し、地域生活移行に向け、体制整備が

「こころのしくみについて」、「夢をとおしてこころに気づく」、「聴き
　上手になるための方法」、「ロールプレイ」

10月18日

 精神障害者について、「入院医療中心から地域生活中心へ」という基本的な考え方

 （３）自殺予防対策事業の実施

　全国の自殺者数は、平成10年以降13年連続して3万人以上の状態が続いている。
　島根県では平成16年から自殺対策に取り組んでいるが、平成22年の自殺者数は204人
（前年比37人減少）であった。

8月2日

　浜田圏域では、男性は壮年期、女性は高齢期の自殺が多い。

平成23年3月8日

平成22年7月8日

1.島根県自殺対策総合計画に基づく平成21年度圏域事業実績及び
平成22年度事業計画（案）について
2.島根県地域自殺対策緊急強化事業について
3.「多重債務法律相談紹介状システム」について　　他

啓発活動

10月21日

12月16日

対象：相談を従事する職員（市町村、医療機関、事業所、ハローワーク、
　　　介護支援専門員自立支援ボランティア等）

　（4）生活支援と社会参加の促進

 1.平成22年度事業実施状況及び今後について
 2.活動報告
 3.その他

8月11日

開 催 日 時 内　　　　　　容
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図られることとなった。社会適応訓練事業は、協力事業所と関係機関の協力により、

社会的リハビリと職業リハビリとして実施している。

表３１　社会適応訓練事業利用者の状況

（単位：箇所、人）

表３２　精神障がい者退院支援事業

年度別対象者数及び退院者数 （単位：人）

GH:グループホーム　CH:ケアホーム

7(7)

4

3

2

1

1

対象者(延人数）

退院者

中断者

再入院者(再掲)

退院先　自宅

　　　　GH・CH

2

2 6

2 0 2

4(7) 2(5) 8(9)

2 2 6

　精神科病院に入院している精神障がい者のうち、症状が安定しており、地域の受け入れ
条件が整えば退院可能であるものを安定した地域生活への移行向けた支援並びに地域生活
を継続するための支援を推進することを目的にH19年度から開始となった。

平成19年度 平成20年度 平成22年度平成21年度

12

35

3

35

平成20年度平成19年度

登録事業所数 35

平成18年度年　　　　度

35

　昭和57年に精神障がい者の社会復帰を支援する事業として島根県精神障害者通院患者リ
ハビリテーション事業を開始し、これまで60人を超える利用者があった。近年、精神障が
い者の就労に関しては自立支援法の施行や体制整備の充実強化が図られてきたことから、
平成22年度で終了することとなった。

平成22年度平成21年度

35

3 4利 用 者 数
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《医事・難病支援グループ》
１　医療対策

（１）医療提供体制の整備

　医師・看護師等の医療従事者の確保対策が医療提供体制の課題として大きな比率
を占めるようになってきた。22年度は「浜田圏域保健医療計画」の中間評価を行
い、４疾病（がん対策、脳卒中対策、急性心筋梗塞対策、糖尿病対策）、５事業
（小児救急を含む小児医療、周産期医療、救急医療、災害医療、地域医療）をはじ
めとする保健医療提供体制の確保について進捗状況を報告し、今後の施策の方向性
について討議した。

 
浜田地域医療対策会議（全体会議） 

平成 22 年 

12 月 20 日 

浜田圏域の医療体制の確保対策について 

浜田圏域保健医療計画の進行状況について 

救急病院に関する更新処理について 

（テーマ別の検討会議）  
  〇医療対策連絡会議  医療に関する諸課題の検討 

開催なし  
〇中核病院連絡会   医療連携に関する検討会議 

開催なし  

○医師：看護師等確保会議（「はまだ・ごうつ医師確保推進プログラム・看護師確保プログラム」に 
基づく事業） 
平成 22 年 

7 月 5 日 

地元高校生対象の医療講演会 （講師：浜田市国民健康保険診療所所長） を開催 

平成 22 年 

8 月 17-19 日 

平成 22 年度夏季地域医療実習の受け入れ（浜田医療センター・浜田市国民健康保険診療

所連合体・浜田保健所） （島根大学から３名） 

8 月 30 日 

2 月 2 日 

「看護師等確保プログラム」運用のためのワーキンググループ開催 

平成 23 年 

3 月 23-25 日 

平成 22 年度春季地域医療実習の受け入れ（浜田医療センター・浜田市国民健康保険診療

所連合体・浜田保健所） （島根大学から３名） 

〇緩和ケア対策 
平成 23 年 

3 月 16 日 
緩和ケア懇話会の開催 
浜田医療センター緩和ケア病棟からの報告、意見交換 

〇難病ネットワーク会議 
平成２３年 

2 月 24 日 

管内の難病医療・療養支援にかかる現状と課題 
難病患者の療養環境について 
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（２）適正な医療

表１　平成22年度実施状況

（３）医療法の手続き

表２　医療機関の設置状況
（単位：箇所、床）

（４）医療安全相談窓口

２　難病対策

表３　難病相談、教室等の開催状況

　患者会活動への支援

無床診療所 歯科診療所

　交流会　脊髄小脳変性症・多系統萎縮症…3回　パーキンソン病…3回　膠原病…1回

10件 6件 0件 17件

施設数 11 11 11

病院 有床診療所 人工透析機設置診療所

病床数 1585 1565 1513

7件

　　　　　 年度
 区分

平成18年度 平成19年度 平成22年度

病院

平成20年度 平成21年度

1483 1484

98 95 97 99

10 10

98

病床数 249 209 182

歯科施設数 42 39 39

2 1 1 1 1

診
療
所

一般
168 168

施設数

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

　難病患者療養支援事業として、訪問相談･訪問指導･専門相談・患者家族教室･難病ボラ
ンティア養成講座・介護者研修等を実施した。

施術所施設数 119 119 119

13

平成22年度

難病相談件数 29 25 33 20 14 12

　　　　　 年度
 区分

13

平成21年度

　　　　　炎症性腸疾患…4回　網膜色素変性症…1回　ＡＬＳ交流会…1回

・むつみ会（脊髄小脳変性症・多系統萎縮症患者家族の会）総会、学習会と交流会、た
　よりを発送
・たんぽぽの会（パーキンソン病患者家族の会）総会、役員会、学習会と交流会たより
　を会員に発送
・はなみずきの会(炎症性腸疾患患者家族会）総会、学習会、調理実習などを実施

13交流教室等開催数 12 12 11

　医療機関を科学的で、かつ、適正な医療を行う場にふさわしいものとすることを
目的に、病院に対しては「医療法第25条第1項の規定に基づく立入検査要綱」に基
づき年1回、有床診療所及び人工透析機設置診療所に対しては「診療所立入検査実
施要綱」に基づき3年に1回の立入検査を実施している。また、平成15年度からは無
床診療所（歯科診療所を含む）に対しては｢無床診療所（歯科診療所を含む）立入
検査実施要綱」に基づき5年に1回の立入検査を実施している。

  医療機関の開設・廃止・変更などの申請、届出について対応している。

　医療に関する相談を受け、相談者への情報提供等実施した。これらの相談内容は県
でまとめ、医療機関等へ情報を提供し医療の質の向上を図っている。

  特定疾患患者の医療費軽減を図るため、医療費の公費負担を行っている。
　また、スモン患者に対する治療研究の助成や、先天性血液凝固因子障害等患者の医療負
担の軽減を図るため、自己負担分について公費負担を行っている。

121 121

平成22年度　相談件数10件

40 0

助産所施設数
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表４　特定疾患医療受給者証の交付状況
（単位：件）

H19 H20 H21 H22

6 6 8 11

8 8 8 10

25 25 26 26

34 34 33 34

3 3 3 2

11 9 9 9

11 12 13 13

7 12 14 14

32 36 37 37

29 29 25 28

2 1 2

57 66 75 83

4 4 4 4

10 10 10 10

2 3 3 3

29 29 32 32

12 13 15 16

1

109 122 132 128

1 2 4 3

15 13 17 21

1 1

5 4 5 4

1 1 1 1

10 11 10 11

12 11 10 12

1 2 2 1

5 4 4 5

9 9 13 19

1 4

12 14 16 21

11 11 12 13

2 1 1 1

3 4 2 6

24 25 25 29

1 1 1

2 3 3 4

1

3

1

14

506 539 575 636

1

3

482

1

5

1

2

1

10

13

H17

4

8

18

3

4

10

3

24

12

89

2

32

6

6

15

11

13

1

22

109

4

102

1315

12

2

9

1

4

2

4

10

1

1

26特発性拡張型心筋症

27多系統萎縮症（シャイ・ドレーガー症候群等）

9

38クロイツフェルト・ヤコブ病

21アミロイドーシス

18難治性肝炎の内劇症肝炎

15天疱瘡

465

1

1

25ウェゲナー肉芽腫症

22後縦靱帯骨化症

23ハンチントン舞踏症

24ウィリス動脈輪閉塞症

28

4

9

3

20パーキンソン病

19悪性間節リュウマチ

47

4

26

22

14

2

27

13

14

29

6

10

5

4

9

8

2

24

9

7

2

9

501

14

1

11

431

7

2

9

3

4

2

12

1

2

3

2224 23

 09強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎

07サルコイードーシス

08筋萎縮性側索硬化症

24

03重症筋無力症

06再生不良性貧血

05スモン

04全身性エリテマトーデス

11結節性動脈周囲炎

12潰瘍性大腸炎

13大動脈炎症候群

14ビュルガー病

01ベーチェット病

02多発性硬化症

41

16

17

3

14

17クローン病

10突発性血小板減少性紫斑症

16脊髄小脳変性症

H13

2

1

1

17

1

4

14

14

1

2

1

5

10

6

2

8

15

2 1

1

49慢性炎症性脱髄性多発神経炎

24

計

28表皮水疱症（接合部型、栄養障害型）

35原発性免疫不全症候群

31原発性胆汁性肝硬変

2

1

43特発性慢性肺血栓塞栓症(肺高血圧症）

45副腎白質ジストロフィー

401

46家族性高コレステロール血しょう（ホモ接合体）

44ライソゾーム病（ファブリー病を含む）

52ミトコンドリア病

50肥大型心筋症

47脊髄性筋萎縮症

48球脊髄性筋萎縮症

2

2

41亜急性硬化性全脳炎

42バッド・キアリ症候群

1

1

1

3

4

109

11

1

101

5

15

15

2

1

16

29膿疱性乾癬

34混合性結合組織病

30広範脊柱管狭窄症

33特発性大腿骨頭壊死症

32重症急性膵炎

37網膜色素変性症

36特発性間質性肺炎

139原発性肺高血圧症

H15

20

4

10

18

6

11

18

H14

9

4

H16

4

9

29

33

6

14

22

28

34

11

13

10

30

28

1010

36

H18

6

8

21

4

49

4

54

28

12

5

34

3

7

1

28

3

11

54

1

11

1

108

1

16

40神経繊維腫症

506

1

56間脳下垂体機能低下症

54重症多形滲出性紅斑（急性期）

55黄色靭帯国歌勝

2

51拘束型心筋症

53リンパ脈管筋腫症（LAM)

13

2

3

24

3

14

14

11

15

1

5

8

11

16

6

9

5

22

28

11

3

42
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３　結核対策

（１）結核講習会 （平成23年3月15日）

（２）学校結核健診

平成１５年４月１日より学校保健法における結核対策の方法が変更され、「問診による健康

診断が実施され、要精密検査等の最終判定を行う」2市の結核対策委員会へ参加した。

（３）啓発活動

  また　　結核予防週間期間に医療機関や市役所に啓発パンフレットを配布し、結核に関する理解を深

めていただくようにした。

表５　年末の結核登録患者の推移
単位：人

潜在性結核感染症は平成19年6月から無症状病原体保有者として届け出と登録が行われている。

表６　年齢別新規登録患者の状況（平成22年）
単位：人

※非定型、潜在性結核感染症を除く

70歳以上40～49 50～59 60～69

2

30～3915～19 20～29

喀痰塗沫陽
性肺結核

10～145～9

合計 0

2

0

その他活動
性肺結核

肺外結核

5歳未満 計

6

8

1

5

7

13 21

5

14

4

1

0

2

1

1

不明者

合計

912

4

4

12

46

0

活動性患者

感染性

非感染性

肺外結核

不活動性患者

潜在性結核感染症

0 0

平成22年

1712

平成15年

34

4

内容：「浜田管内における結核の現状」「結核の診断と治療の基礎」「結核患者支援の実際」
会場：浜田医療センター（総合研修センター）、参加者８１名

平成16年 平成21年平成20年平成19年平成18年平成17年

91112

4 7 7 7 3 4 7

1 2 0 3 3 3 5

7 2 2 2 3 5 5

5 5

27 31 30 33 35 28

1 1 1 5

25

2 3

2

39 42 40 48 48 50 49

0 0
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表７　定期健診等の実施状況（平成22年度）

定　　　　　　　　　　　　　　期

ツベ 被注射者数 0 0 0

ルク 被判定者数 0 0 0

リン 陰性者数 0 0 0

反応 陽性者数 0 0 0

ＢＣＧ接種者数 625 3 0 0 597

間接撮影者数 2,191 892 1,981 5,777 0 0 10,388

直接撮影者数 2,045 13 868 132 147 35 2,657

かくたん検査者数 0 0 3 0 5 4 7

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 4 4

（４）ＤＯＴＳの実施状況（平成22年）

・ＤＯＴＳ訪問等の内訳

　　　①月1～2回の訪問と電話確認　0例

　　　②2ヶ月に1回程度の訪問と電話確認　26例

４　エイズ対策

表８　エイズ相談、検査の状況

平成22年平成19年
　　      　年度

 区分

65

平成21年

54 26

被
発
見
者
数

潜在性結核感染症

結核患者

  エイズ予防対策の推進としては、①正しい知識の普及啓発、及び②無料検査による早期発見があげられ
る。22年度は、ストップエイズ出張講座による小中高生への正しい知識の普及啓発を中心に取り組んだ。

　結核患者の確実な治療の実施は結核対策の基本である。島根県では「島根県地域DOTS実施計画」に基づ
き、原則としてすべての結核患者に対して服薬確認、服薬サポートを実施している。22年度もこの方針に
則って、入院患者以外の抗結核薬服用患者に対してもDOTSを実施した。

結核発病のおそれが
あると診断された者

学校長 そ の 他

6ヶ月
未満

平成18年 平成20年

市町村又は特別区の区長

乳　　　児

　　　③電話確認　0例

1歳未満

事業者

37検査件数

相談件数

4153

55

54

86

計
施 設 の

長

定　期　外

患 者
家 族

その他

27
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表９　ストップエイズ出張講座の開催状況

実施時期　22年7月～23年3月

５　原爆被爆者対策

  「原爆被爆者に対する援護に関する法律」に基づく健康診断の実施と、各種手当の申請手続の処理を

　行うとともに、浜田圏域の被爆者協議会へ情報提供を行った。

表10　管内被爆者数（平成23年3月31日現在）

表11　各種手当の支給状況

表12　被爆者健康診断の実施状況

６　緩和ケア

表13　開催状況

７　骨髄バンク

表14　骨髄提供希望者登録数の推移
（単位：人）

215

10

医療特別
手　　当

83

合計

221

性感染症･エイズの正しい知識、感染予防について

高等学校

女

20 1,226

6

  小学校では主に6年生に対して、HIV/AIDSの基本的な知識を「感染症」の基礎的知識とともに授業を行ってい

る。授業参観の授業として保護者に聞いていただける機会が増えている。中学・高校では、「性感染症」の一つと

いう位置づけでHIV/AIDSをとりあげ、生徒がより安全な行動とどのようなことか考えられるようにした。

回数

計

人数種別

4 338

肺がん

江津市

170

673

男

51浜田市

中学校

小学校

52

骨髄提供登録者数 11

176

平成17年度

142

がん検診（件数）

　22年度は、緩和ケア懇話会を開催し、地域における緩和ケア病棟の位置づけ、在宅医療との連携のあり方、緩
和ケア病棟に期待するものについて、意見交換を行った。

44

乳がん胃がん
多発性
骨髄腫

平成22年度

内容

緩和ケア懇話会

50

平成18年度

2162

名称

浜田医療センター緩和ケア病棟からの報告
意見交換

平成21年度

平成23年
3月16日

開催月日

7

平成20年度

6

  22年度はらいらっくの会（骨髄バンク普及啓発ボランティアの会）と協力して、11月に地元福祉会の
行事にあわせて出張骨髄バンク登録会を実施した。

62

163

4

健康管理
手　　当

後期

一般

232 304

介護手当

21

9 14

定期健康診断(件数)

管　内

140支給件数

平成19年度

葬祭料
保健手当

1

高額

72

60

8

287

大腸がん子宮がん

肝機能

192

前期

一般健診

4
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《衛生指導グループ》《食品衛生機動監視グループ》

１　薬事対策　（衛生指導グループ）

（１）薬事監視指導の実施

  医薬品にかかる薬剤師による管理及び情報提供等の重要性に対する認識の高まりを受

け、薬局等における薬剤師による実地の管理状況の把握を重点に監視指導を実施した。

また、毒薬等の適正な保管管理等の徹底について指導した。

表１　薬事関係施設の設置、監視指導状況　（平成23年3月31日現在）
（単位：箇所）

（２）医薬分業の推進

  処方せん受け取り率（国民健康保険分）については、浜田圏域では平成17年度から

平成21年度にかけて順調に増加している。

　また、県全体でみると平成18年度からほぼ横ばいとなっていたが、平成21年度では

56.4％と増加している。

表２　処方せん受け取り率の推移
（単位：％）

35.2 38.0 39.6 41.9 51.9

44.6 50.0 50.3 53.6 56.4

75.5 75.4 76.9 78.7 78.2

38.8

43.3 49.2 52.3 57.9 60.3

40.4 46.6

平成18年度

59.649.046.0 55.7

37.7 39.2 41.1 46.1 51.6

平成17年度

43.9 53.4 47.3 47.9 49.2

43.0

平成21年度平成20年度平成19年度

18

監
視
率
（
％
）

0.0

1 35.3

3 24.4

違
反
発
見
施
設
数

10

立
入
検
査
施
設
数

　 　　項目

 業態

営
業
施
設
数

 
医
薬
品
販
売
業

41

薬局

一般

51

卸売一般

6

新
規
許
可
施
設
数

0

2

廃
止
届
出
施
設
数

6

3

4

7 2

0

57.1

3

0 0

4

1

0 0

5
0 0 0.0

33.3

0 33.32

3薬種商 15 0
店舗販売業 10 2

配置

特例 3 0

0 0

1

55.82 2 29 1

0 0.00

高度管理医療機器販売・賃貸業 52

管理医療機器販売・賃貸業 145 9 3 2 0 1.4

5 20.4計 289 17 14 59

　　　　　年度
　区分

浜　田　圏　域

雲　南　圏　域

0

県 　 全　  体

益　田　圏　域

大　田　圏　域

出　雲　圏　域

西　郷　圏　域

29.0 34.7

松　江　圏　域
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（３）毒物・劇物監視の実施

  農薬危害防止月間（6月1日～8月31日）を中心に、各登録施設に対し毒物・劇物の譲渡

手続き、保管管理状況等について重点的に監視を行った。

表３　毒物劇物関係施設の設置、監視指導状況　（平成23年3月31日現在）
（単位：箇所）

２　薬物乱用防止対策　（衛生指導グループ）

 「麻薬・覚せい剤乱用防止運動（10月～11月）」期間を中心に麻薬取扱い施設へ立ち入り

し、麻薬の保管管理、帳簿等の記録について指導を実施した。

　また、「6.26ヤング街頭キャンペーン」等により薬物乱用防止を呼びかけた。

表４　麻薬取扱施設の設置、監視指導状況　（平成23年3月31日現在）

（単位：箇所）

３　献血の推進　（衛生指導グループ）

　平成22年度の管内の献血目標は、400ml献血で1,786人であったが、実績は1,783人と目標に

達しなかった。しかし、前年度に比べ実績数が増えている。

　200ml献血については平成20年度から受け付けていない。

41 0 38.3計 107 4 3

監
視
率
（
％
）

麻薬診療施設

廃
止
届
出
施
設
数

立
入
検
査
施
設
数

3

　 　　項目

 業態

取
扱
施
設
数

新
規
許
可
施
設
数

38.5

麻薬小売業者 3 18

52 1 0 20

6 5

2

特定品目販売業 1 0 1

農業用品目販売業 18 1

監
視
率
（
％
）

37.521

立
入
検
査
施
設
数

違
反
発
見
施
設
数

1

　 　　項目

 業態

営
業
施
設
数

新
規
許
可
施
設
数

廃
止
届
出
施
設
数

53.3

100.0

100.0

一般販売業 56

40

0

18 1

1

8

違
反
発
見
施
設
数

計 75 7 2

0 100.0

48

0

0 37.5

歯科診療所 0 0

0

0

病     院 10 0

0

その他 7 0

10

一般診療所 42 1 0 10 23.8

0 42.9

0 0.0

3

0

0
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表５　献血状況
（単位：人）

４　食品衛生対策　（衛生指導グループ）（食品衛生機動監視グループ）

（１）食品衛生監視指導の状況

  県の監視指導計画に基づき、保健所では、食品衛生監視指導計画を定め食品衛生機動監視

グループを中心に食品営業施設について、計画的・効率的な監視指導を実施した。

表６－１　食品営業施設に対する指導実績（許可施設）
（単位：件）

－ － －

2,389 2,274 1,614 1,636 1,746 1,783

－ － －

1,355 1,617 1,538 1,636 1,746 1,783

平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度平成18年度平成17年度

菓子製造業

その他

59

9

52

125

81

99

食品の冷凍又は冷蔵業

魚肉ねり製品製造業

魚介類せり売営業

魚介類販売業

旅館

特別牛乳さく取処理業

乳処理業

集乳業

乳製品製造業

食肉処理業

乳類販売業

アイスクリーム類製造業

あん類製造業

喫茶店営業

かん詰又はびん詰食品製造業

食用油脂製造業

乳酸菌飲料製造業

食肉製品製造業

食肉販売業

ソース類製造業

醤油製造業

みそ製造業

マーガリン又はショートニング製造業

めん類製造業

納豆製造業

豆腐製造業

酒類製造業

添加物製造業

そうざい製造業

食品の放射線照射業 0

1

2

6 21清涼飲料水製造業

1計

氷雪販売業

氷雪製造業

1,385

7 3

0

1,895

10

7

6

2

7

0

4

0

13

0

13

7

173

14

9

0

11

5

220

1

2

15

2

2

14

0

11

4

151

8

3

192

187

10

170

2

0

5

0

0

162

0

0

52

0

77

11

7

6

0

657 76

94

0

15

施設数

216

125

 
飲
食
店
営
業

545一般食堂・レストラン等

仕出し屋・弁当屋

1,034

計

400ml献血

成分献血 － － －

200ml献血

行政処分監視指導回数

1

0

2

79

144
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表６－２　食品営業施設に対する指導実績（許可不要施設）
（単位：件）

（２）食中毒の発生状況

　平成22年5月、飲食店においてノロウイルスを原因物質とした食中毒の発生が1件

あった。

表７　食中毒の発生事例
（単位：件、人）

ヒスタミン

原 因 施 設 数 2

不明

1

00

01

14 0

0

0

テトロドトキシン 0

腸管出血性大腸菌

0

0

0 00

0

0

0

0

0

0

0

0

カンピロバクター 0

キノコ

0

0

0

12

14

0

135

14

0

1

0

0

0

0

0

0

1

患　　者　　数 149

0黄色ブドウ球菌

0

 ノロウイルス

発　生　件　数

平成21年度

0

0

病
 
因
 
物
 
質

腸炎ビブリオ

サルモネラ

平成18年度 平成19年度

 器具・容器包装・おもちゃ製造又は
 販売業 23 158

計 1,217 1,084 0

20

0

15病院・診療所

8

15

行政処分監視指導回数

給食施設

24

6

事　業　所

学       校

そ   の   他

397

191

34

添加物の製造業

192

乳さく取業

167

82

施設数

156

0

氷雪採取業 0

食品製造業 82

野菜・果実販売業

そうざい販売業 158

172

3

6 0

菓子（パンを含む）販売業

平成22年度

0

237

添加物の販売業

食品販売業（上記以外）

155

0

0

0

00

0 1

0

1

26

0

平成20年度

0

0

1

26

0

0

0
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（３）食品検査の状況

  食品衛生法に基づく規格基準違反の発見や不良食品の排除など、食品の安全性を確保する

ため、管内で製造される食品を中心に収去検査を実施したところ、９０検体中不良食品はな

かった。

表８　食品等収去検査の実施状況

表９

不良理由（延数）

乳脂肪

0

2

無脂乳
固形分

0

酸度

計

0

2

0 0

生乳

牛乳

0部分脱脂乳

加
工
乳

0

0

乳脂肪分3％以上

乳脂肪分3％以下

00

その他の乳

00 00

0

0

00

細菌数比重

0

抗菌性
物  質

0 0

大腸
菌群

乳及び乳製品の成分規格の定めのある事項に関する検査

0

試験した収
去検体数
（実数）

不良検体数
（実数）

計 88 0 0 0

おもちゃ

器具及び容器包装

添
加
物 その他の添加物

その他食品

化学的合成品及びその製剤

23

缶詰・瓶詰食品

水

氷雪

清涼飲料水 2

酒精飲料

菓子類 3

野菜類・果物及びその加工品 19

アイスクリーム類・氷菓

穀類及びその加工品

乳類加工品(アイスクリーム､マーガリン類を除く)

乳製品 3

肉卵類及びその加工品 11

魚介類加工品（缶詰、瓶詰を除く） 21

冷凍直前未加熱の加熱後摂取冷凍品

魚介類

冷
凍
食
品

無加熱摂取冷凍食品

生食用冷凍鮮魚介類

冷凍直前に加熱された加熱後摂取冷凍品

収　去
検体数

不　良
検体数

　　　　不　　良　　理　　由

大　腸
菌　群

6

その他異　物
添加物
使　用

法定外
添加物

- 40 -



（４）普及啓発活動の推進

　講習会の開催を通じて食品衛生への注意を喚起した。講習は、食品営業者に対して食中毒防

止の啓発、食品表示の適正化、食品衛生に関する最近の話題等を内容にして開催した。

　一方、関連施設を原因とする食中毒を防止する目的で、食品衛生推進員により、旅館、弁当

調製施設等の点検を行うとともに、食品表示の適正化を目的に食品販売店の点検を行なった。

表１０　食品衛生講習会開催状況

（単位：回、人）

表１１　食品衛生推進員による巡回指導及び点検状況

（単位：箇所）

５　感染症対策　（衛生指導グループ）

  感染症発生時には、まん延防止を図るため迅速な患者の把握、原因究明等の疫学調査を行い、調

査結果を医療機関に情報提供し、適切な医療が図られるように努めた。

  また、管内の社会福祉施設等からの相談事例について、個別の助言指導するなど感染症の発生防

止対策の強化を図った。

表１２　感染症の発生状況

（単位：件）

※平成19年度から2類感染症（コレラ、細菌性赤痢、腸チフス、パラチフス）が

3類感染症に変更された。

７月～９月

O26

対象者

食品営業者

上記以外の者

開催回数

41

発生年度

3　　類　　感　　染　　症

飲食店営業(一般食堂、旅館、仕
出し・弁当屋)、製造業、食品販
売店

施設の衛生管理、食品の表示

1

296

0

0

0

1

参加者数

1,094

122

2 3

4

1

腸管出血性大腸菌

平成14年度

平成13年度 0

0

平成15年度

29 3

1

21

1

O157

2

計
計

平成10年度 1

細菌性赤痢 腸チフス パラチフス

平成12年度

平成11年度 1

32

5 50

20 2

平成16年度 1

平成17年度

実施期間 対象施設数対象業種 主な指導、点検内容

平成19年度

平成18年度

平成20年度 00

100 10

1 10

2 6平成21年度 0 4

3 3平成22年度 0
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６　動物管理対策　（衛生指導グループ）

  平成12年4月から、犬の登録、狂犬病予防注射に係る事務が市町村に委譲されたが、登録、予防注射頭数

は、横ばい傾向にある。

  動物愛護思想の普及啓発を図るとともに、不適正飼育者に対する指導を行っていることもあり、犬の捕

獲、引き取り頭数は減少傾向にある。

　なお、平成18年10月1日から飼い犬・飼いねこの引き取りが有料化となった。

表１３　狂犬病予防・動物愛護管理業務の状況
（単位：件、頭、回）

表１４　動物取扱業者の登録状況
（単位：件）

141 64

販売・展示 保管

1

販売 販売・保管

157 166 167

1 1

11

訓練展示

132

計

2

0

128

000

1犬のしつけ、愛護教室開催 2 1

登録犬

苦情処理等件数

飼犬(未登録) 3

その他 0

246

88 6

010

58 8

移送・処分
犬 225

咬傷被害件数 12 7

308

猫 448 197

9 5

186

224288

83

22

6

70 82

14 17

2

548

5,030

505

39 36

20

115

0

引取

15

平成17年度

返還

捕獲 105

218

登録頭数

平成20年度平成19年度

112

134

3

3

2

0

5,685

4,872

410

533

499

5,043 4,941

5,768

5,100

28

8

1

21

20

平成21年度

407

27

9

141

43

17

0 20

0

276

5

238

5

87
犬

平成16年度

5,614

平成18年度

4

5,754

465

負傷収容

660516

261

譲
渡

　　犬 2

0

捕
獲
・
引
取
頭
数 猫

負傷収容

引取

7

442

5,708

11

0 0

124

545

15

190

1 4

0

0

　　猫

437新規登録件数 551

予防注射実施頭数 5,057

犬死亡届出件数

115 87

5,691

平成22年度

401

5,589

4,676

473

39

57

0

22

131

15

21

0

104

2

6

54

144

2

2

0
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７　環境衛生対策　（衛生指導グループ）

（１）環境衛生営業関係施設の衛生確保

  施設数については、大幅な変動はなかった。

表１５　環境衛生営業施設の設置、監視指導状況
（単位：箇所）

（２）水道施設の衛生確保

  水道水の安全確保を図るため、施設や水質管理が適正に維持管理されるよう助言、指導

を行うとともに、水道水質の異常、飲料水による健康被害等の発生時における危機管理体

制の整備に努めた。

表１６　水道施設の整備状況
（単位：人、％、箇所）

（平成22年3月31日現在）

（３）温泉施設等の衛生確保

  管内には江津市を中心に45の泉源と、その泉源を利用した旅館、公衆浴場等46施設

がある。各施設の衛生管理について監視指導を行った。

640

142

0

205

2

124

平成20年度

130

12

6

33

5

0

1

4

0

30

0

32

9

平成18年度

132

4

7

0

34

平成19年度

132

8

7

205

4

143

8

146

7

14

146

3

計

22

1

206

121

7

13

水道施設数

643

5

9095.2 441江津市

0096.5 2 13

25,749 26,241 24,503

計 85,473 96,337 82,455

浜田市

126

59,724 70,096 57,952

総人口

計

97.0

簡易専
用水道

現在給水
人口

3 0

上水道

1 9

専用水道

公衆浴場

監視指導施設数

クリーニング所

監視指導施設数

理容所

美容所

監視指導施設数

651

市町村名

監視指導施設数

計画給水
人口

32

普及率

122

208

平成17年度

134

その他

1

644

簡易水道

9

31

監視指導施設数

興業場

平成21年度

127

10

6

0

旅館

監視指導施設数

34

5

640

2

142

2

205

0

126

平成22年度

124

20

7

1

35

1

638

5

141

0

206

4

125
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表１７　泉源・温泉利用施設の設置、指導状況

表１８　海水浴場、プールの設置、指導状況

0

3

0

3

0

13

平成22年度

42

50

9

平成22年度

7

0

0

3

0

0

3

33

1313計

民
営

公
営

立入検査回数

立入検査回数

13

0

0

3

0

0

3

13

プ
ー
ル

平成18年度

平成18年度

45

7

0

3

0

3

0

平成19年度

7

0

3

泉　　　　源

平成19年度

45

47

7

立入検査回数

温泉利用施設

1

平成20年度

7

立入検査回数

海　水　浴　場

41

49

7

46

10

44

平成17年度

平成20年度

41

42

43

平成17年度 平成21年度

48

0

13

平成21年度

7

0

3

0

3

- 44 -



《環境保全グループ》

１　環境基本計画の推進

  県では、平成11年２月に“環境への負荷の少ない循環型社会の構築”など４つの基本目標を

を掲げ、従来の規制的手法に加え県民の自主的参加を促す誘導策や環境教育の充実、情報提供

など多様な施策を総合的かつ計画的に推進するため「島根県環境基本計画」を策定した。

　これにより一定の成果が現れる一方で、今後ますます力を入れて取り組むべき課題も明らか

になったため、平成23年３月「第２期島根県環境基本計画」を策定したところである。

　当保健所では環境基本計画に則り豊かで快適な地域環境づくりに向け、大気環境の保全、公

共用水域の水質保全、廃棄物の減量化・適正処理、浄化槽の適正管理等に重点的に取り組むと

ともに、環境学習の推進や地域の自主的な環境保全活動の促進に努めた。

（１）「浜田地域環境サークル」の活動支援

  平成11年11月の設立以来、当保健所が事務局として浜田地域の環境保全に関する情報交

換や環境保全活動の支援等を行なってきていた任意団体の浜田地域環境会議「浜田地域環

境サークル」が平成16年度末に解散し、平成17年４月には新たな民間団体として「浜田地

域環境サークル」が設立された。このサークルは浜田市及び江津市における豊かな地域環

境づくりの促進を活動目的として、環境保全活動に取り組んでいる方や関心のある方々が

自主的に参加しており、当保健所も準会員として当面参加し、環境保全に関する情報交換

や環境保全活動の支援等を行っている。

表１　「浜田地域環境サークル」の活動状況

（２）環境情報提供及び環境学習支援

  当保健所では、平成12年度から[島根県環境基本計画]に掲げる「環境保全に向けての参

加の促進」を図ることを目的として、住民、事業者、行政の各主体が連携して自主的かつ

積極的に自らが行動する環境保全活動を支援するため、環境情報コーナーを設け情報の提

供を行うとともに、環境学習用貸出機材を整備し、環境活動・学習に取り組む団体等を対

象に貸し出しを行っている。

（平成22年度実績）

 ３．交流・情報交
     換促進活動

活　動　名

　地域の活動団体、グループのリーダーと構成員等が参加する研修等が行われた。
　(1)しまね出前講座の開催　　　　　　平成22年８月28日(土)
　　 学生、地域住民を対象として地球温暖化について出前講座を主催
　　 講演名「地球温暖化対策　私たちがすべきこと」
　(2)エコクッキング教室の開催　　平成23年３月５日(土)
　　　浜田市総合福祉センターにて、サークルの会員が講師となり、地域住民等を
　　対象として開催
　　　メニュー：身体に良くて食べておいしい薬膳なべ

活　動　内　容

　他団体が主催となって実施されている環境保全活動への参画
　(1)グリーンのカーテン事業への参加
　(2)マイバックキャンペーンへの参加
　(3)エコドライブキャンペーンへの参加
　(4)地球温暖化対策に関する講演会参加
　(5)植林活動への参加

　サークルにおける活動以外に、各会員の活動状況、各会員が収集した情報の
  交換が積極的に行われた。
　・サークル全体会議の開催（６回）

 ２．地域協働によ
     る環境保全実
     践活動

　１．地域協働で
　　　の研修、環
　　　境学習活動
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表２　環境学習用器材等の貸し出し状況 (平成22年度実績）

究極のしあわせ

知ろう学ぼう考えよう温暖化

プロジェクター

※上記以外にも、多数の貸し出し用環境学習用機材等を保有

２　大気汚染防止対策

  中国電力三隅火力発電所周辺における住民の健康保護と生活環境及び自然環境の保護のため、県、浜田市

（旧三隅町）及び事業者の三者で「環境保全に関する協定書」を交わしている。

　県が平成10年６月に設置した「三隅発電所周辺環境対策連絡協議会｣においては、当保健所は事務局となっ

て中国電力が行った周辺環境調査結果を評価・公表し、浜田市を通じて地域住民への周知を図っている。

  また、県では「島根県大気汚染常時監視テレメーターシステム」により、一般環境大気測定局と自動車排

ガス測定局等を設置し、大気環境の状況把握を常時行っており、その状況については環境省の大気汚染物質

広域監視システム（そらまめ君）でリアルタイムに公表している。

　当保健所管内では、一般環境大気測定局（２地点）、自動車排ガス測定局（１地点）において常時監視を

行っている。

　アスベスト（石綿）による健康被害の顕在化、社会問題化により、平成18年２月に大気汚染防法等が改正

され、全ての石綿除去作業が届出義務化された。

　当保健所としては、このアスベストの大気中への飛散防止対策等の徹底を図る観点から適正な除去工事等

が実施されるよう迅速かつ適正な監視指導を行った。

表３　大気汚染の監視状況

啓　発　器　材

環境啓発パネル ３Ｒ啓発パネル（３枚） 1

紫外線チェックカード

騒音計

－

－

測　定　機　材

ビ　デ　オ　等

 酸性雨環境影響調査
（降水監視調査）

　江津市（1地点）
　酸性雨自動採取装置による降水の採取・分析
（保健環境科学研究所）

月２回

 三隅発電所周辺環境調査

　浜田合庁
　(１地点）
　浜田市三隅支所
　（1地点）

　浮遊粉じん、重金属類１０物質（ＨＶＡ法、
　水銀：金アマルガム捕集法）

年２回

 大気汚染有害物質環境監視
　江津市
　(３地点）

　フッ素化合物（ＬＴＰ法） 月１回

 自動車排ガス測定局
　浜田合庁前
　（１地点）

　窒素酸化物（化学発光法）、
　一酸化炭素（非分散型赤外分析計法）、
　浮遊粒子状物質（ベータ線吸光法）
　【保守管理は外部委託】

自動監視

 一般環境大気測定局

　江津市役所
　(１地点）
　浜田合庁
　(１地点）

　二酸化硫黄（紫外線蛍光法）、
　窒素酸化物(化学発光法）、
　オキシダント(紫外線吸光法）、
　浮遊粒子状物質（ベータ線吸光法）、
　風向・風速、温度・湿度
　【保守管理は外部委託】

自動監視

区　　　　　分 測定地点 測定項目及び測定方法 回数

(平成22年度実績）

新地球村宣言

5

簡易水質キット －

1

品　　名　　等区　　　　　分

1

1

貸出回数

書　　　　　籍
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表４　ばい煙発生施設等の設置届出施設数・監視指導状況 (平成22年度実績）

 1 ボイラー

 5 溶解炉

 9 焼成炉

11 乾燥炉

13 焼却炉

（その他）

　 小 計

 1 ボイラー

30 ディーゼル機関

小 計

 2 堆積場

 3 ベルトコンベア

 4 破砕機、磨砕機

 5 ふるい

※事業場によっては複数施設を保有しており、事業場数の合計は小計と一致せず

表５　特定粉じん(アスベスト）排出等作業の実施の届出・監視指導状況

立入検査実施回数(うち測定回数)

３　騒音・振動防止対策

　県では、平成１９年度から「自動車騒音常時監視５ヵ年計画」に基づき自動車騒音の常時監視を行
っている。

当保健所管内においては、外部委託により定点観測区間２箇所で自動車騒音の常時監視調査（現地
調査）が実施されており、全ての評価区間において環境基準を達成している。

表６　自動車騒音の常時監視調査（現地調査） (平成22年度実績)

調査対象路線名

業者委託年１回自動車騒音

地点数 調査項目 調査回数 測定・分析

特定粉じん排出等作業の種類 届出件数

　建築物の解体作業　 1

江津市 　一般国道９号　　 1

浜田市 　一般国道９号　　 1

1（0）

　改造・補修作業 7 6（0）

　建築物の解体作業のうち、石綿を含有する保温材等
　を除去する作業

0 0 (0) 

　特定建築材料の事前除去が著しく困難な解体作業 0 0（0）

調査対象市町村

区　　　　　分

353

合　　計

条例 24ばい煙特定施設

329

届
出
対
象

電
気
工
作
物

届出施設数

大
気
汚
染
防
止
法

ば
い
煙
発
生
施
設

1

118

189

19

25

17

164

総　　 合　　　計

計

粉
じ
ん
発
生
施
設

111

14

79

140

9

7

19

届
出
対
象

計

0

0

0

19

25

45

0

3

届出事業場数
立入検査実施件数（うち測定件数）

1

0

01 (0) 

0

63

0

0

0

0

0

1（0）

0

0 0

不適施設数施設数 事業場数

0

0

0

3

2（1）2（1）

0 0

0

3

156

3

0

0

0

33

168

0

12 0

1

1

0

1

0

0

3

0

6

1 0

89 3

22 0

9

0

0

0

6 0

0

0

0

15

10

3

(平成22年度実績)

2

24

0

1 (0) 6

1

12

- 47 -



４　オゾン層保護対策（フロン対策）

  平成13年６月にはフロン回収破壊法（特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等

に関する法律）により、フロン類回収業者及びフロン類取引業者の登録が義務付けられ、平成17

年１月自動車リサイクル法（使用済み自動車の再資源化等に関する法律）の施行に伴い、第２種

特定製品引取業者、第２種フロン類回収業者は自動者リサイクル法の登録業者に自動的に移行し

た。これらの事業者に対する助言指導を行った。

５　ダイオキシン類対策

  近年問題となっているダイオキシン類等の化学物質について、ダイオキシン類対策特別措置法
（平成12年１月施行）に基づく届出事業場に対し指導を行った。

表７　ダイオキシン類対策特別措置法に基づく特定施設の届出施設数・監視指導状況

６　水質保全対策

（１）公共用水域及び地下水の水質保全対策
公共用水域については、管内の類型指定水域において監視調査を実施するとともに、海水浴

場の遊泳適否調査を行った。また地下水については、新たな井戸で概況調査を行った。

表８　公共用水域の水質環境基準等監視調査実施状況
(平成22年度実績)

※採水、分析は外部委託

表９　海水浴場遊泳適否調査実施状況

そ　　の　　他
黒松、浅利　(江津）

気温、水温、色相、臭
気、透明度、油膜、
pH、COD、ふん便性大
腸菌群数等

１日２回
２日

(遊泳前）

〃

折居　　　　(浜田） 〃

国府　　　　(浜田） 〃

田の浦　　　(浜田） 〃

石見海浜公園(浜田） 〃

Ｈ22調査結果
(遊泳前）

主　　　　　要

波子　　　　(江津） 気温、水温、色相、臭
気、透明度、油膜、
pH、COD、ふん便性大
腸菌群数等

１日２回
２日

(遊泳前・遊泳
中）

適

区　　　　　分 海水浴場 調査項目 調査回数

※６回

 浜田川 　－ １地点  一般項目・健康項目・油分 １２回

 波子、国府、田の浦
 海水浴場

海域A 各２地点  一般項目・健康項目・油分

※６回

 江の川河口海域 海域A
３地点

(表－深層)
 一般項目・健康項目・特殊項目
 ・油分

※６回

 浜田川河口海域 海域A
３地点

(表－深層)
 一般項目・健康項目・特殊項目
 ・油分

調査回数

 浜田川
河川AA
河川A

３地点
 一般項目・健康項目・特殊項目
 ・要監視項目

１２回

水　　　域　　　名 指定類型 調査地点 調査項目

計

19合計

0

0

2 2

3

16

3

5　廃棄物焼却炉

１　クラフトパルプ等の
製造の用に供する漂白施
設

15　廃棄物焼却炉
廃ガス洗浄施設等

0（0）

0 0

1（1） 1（1）

0 0

-

大気基準
適用施設

区分

15

1 1 - -

1(1)

水質基準
対象施設

(平成22年度実績）

1(1) 0(0)16

届出施設数 届出事業場数
立入検査実施件数（うち測定件数）

施設数 事業場数 不適施設数
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表10　地下水調査実施状況
(平成22年度実績)

※管内の公共用水域の水質状況については、毎年度の測定計画等に基づいて調査

（２）工場・事業場の排水対策

  工場・事業場の排水対策については、水質汚濁防止法の規制対象事業場を中心として規制基準の遵

守を始め、汚濁負荷の削減のうえから処理施設の適正な管理について指導を行った。

表11　排水規制対象特定事業場数
(H23.3.31現在） （単位：箇所）

表12　排水基準等監視調査（特定施設立入検査）実施状況
(平成22年度実績) （単位：件）

表13　ゴルフ場農薬等流出モニタリング調査実施状況
(平成22年度実績)

0

金城カントリークラブ 排水口２箇所
主要使用農薬（7物質）

年１回
全窒素、全リン、ｐＨ、ＥＣ

水質汚濁防止法対象

0 0 0

調査対象ゴルフ場 調査地点 調査項目 調査回数

県条例(単独)対象 0

規制対象外

0

0

県条例(上乗)対象 1 0 0 0 0 0

3

40

－

上記以外の流域

0 0 5 0

区　　分

規制対象

－

0

行政指導
改善命令 一時停止

行政処分
行政指導 立入検査

－ －

立入
検査

浜田川及び浜田川河口海域の流域 2221

72

50

  浜 田 市 弥 栄 町 1 2 －

0

  管  内  計 3

　江　津　市 8 13

  浜 田 市 旭 町 1 5 －

0

  浜 田 市 三 隅 町 0 11 － 0

7 0 0

0

3 0 －

4 － －

上記以外の流域 15 － －

浜田川及び浜田川河口海域の流域 19 3 －

有機塩素系化合物等25項目地下水概況調査

調  査  地  点 調　　　査　　　項　　　目調  査  区  分

　江津市浅利町

　浜田市黒川町

　浜田市港町

調査回数

34 3 0

生活環境項目 油分

排水量50m3以上 排水量25m3以上 排水量10m3以上

1回

区分 健康項目

  浜 田 市 金 城 町

4

　浜 田 市 (旧浜田市）

7

浜田川及び浜田川河口海域の流域

上記以外の流域
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表14　水質汚濁防止法及び公害防止条例に基づく特定施設等届出の推移

1

6

23

10

52

8

3

2

8

562

1

0

29

5

2

121

2

1

4

5

1

1

10

1

2

1

1

12

12

3

15

20

4

4

10

41

1

1

平成22年度

1

29

12

88

9

8

3

127

平成１8年度 平成１9年度 平成20年度

1

1

1

5

1

29

12

12

572

1

0

30

5

6

1

3

10

5

16

5

10

41

12

21

12

9

4

41

10

5

16

1

1

2

５９

６０

６４の２

６８の２

６６の３

3

砕石業の用に供する施設

砂利採取業の用に供する水洗式分別施設

旅館業の用に供する施設

石炭を燃料とする火力発電施設の排ガス洗浄施設

共同調理場

酸又はアルカリによる表面処理施設

７０の２

６５

６６の２

６６の３

６６の５

自動車分解整備業の用に供する洗浄施設

産業廃棄物処理施設

一般廃棄物処理施設である焼却施設

飲食店に設置される厨房施設

５８

対　　　　　象　　　　　施　　　　　設

７２ し尿処理施設

７１

７１の２

７１の３

７１の４

６７

６８

２３の２

３８

１１

１６

１７

２１の３

１９のリ

２２のロ

２３

５５

2

1

1

セメント製造業の用に供する施設

２７

2

５４

1

12

1

1

パルプ紙又は紙加工品の製造業の用に供する施設 10

　４

　５

　８

１０

　１

１の２

　２

　３

566 567

テトラクロロエチレンによる洗浄施設

8

合計

７４ 共同処理施設

条例 大型特殊自動車整備業の用に供する洗浄施設

７１の５

2

1

29

1

3

48

2

11

1

1

5

6

新聞業・出版業・印刷業又は製版業の用に供す
る施設

5

5

4

19

5

18

12

5７３ 下水道終末処理施設

3

1

1

11

22

77 7

11

4

2

51

8

29

0

1

6

49

2

2

1

22

3

2

128

5

1

洗たく業の用に供する洗浄施設

写真現像業の用に供する自動式フィルム現像洗
浄装置

1

医療法第１条第１項に規定する病院で病床が３
００以上ある病院の施設

自動式車両洗浄施設

試験研究機関の用に供する施設

22

5

1

1

127

3

1

2

12

10

41

10

5

1

3

1

16

水道施設・工業用水道施設・自家用工業用水道
施設の浄水施設

石けん製造業の用に供する施設

木材薬品処理業の用に供する薬液浸透施設

無機化学工業製品製造業の用に供する施設

窯業原料の精製業の用に供する施設

生コンクリート製造業の用に供するバッチャー
プラント施設

88

9

88

野菜又は果実を原料とする保存食料品製造業の
用に供する施設

水産食料品製造業の用に供する施設

9

87

12 12

鉱業又は水洗炭業の用に供する施設

畜産農業又はサービス業の用に供する施設 29

1

畜産食料品製造業の用に供する施設

29

1

1

1

1

みそ・しょう油等の製造業の用に供する施設

めん類製造業の用に供する施設

動物系飼料又は有機質肥料の製造業の用に供す
る施設

パン菓子の製造業又は製あん業用に供する施設

合板製造業の用に供する接着機洗浄施設

豆腐又は煮豆の製造業の用に供する湯煮施設

1

11

12

5

10

2

1

23

1

22

0 0

平成21年度

1

29

12

1

41

88

9

12

3

15

5

10

4

8

飲料製造業の用に供する施設

52

4

2

3

125

2

繊維製品の製造業若しくは加工業の用に供する
のり抜き施設

5

0 0

571

1

0

29

5

7

1

6
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７　土壌汚染対策

  土壌汚染対策法（平成15年２月施行）の各種届出該当の事業場に対し、法の適切な運用が

行われるよう必要に応じて立入検査や指導を行った。

８　一般廃棄物減量化・適正処理対策

  一般廃棄物は主に市町村の処理施設において適正処理が図られてきたが、このうち容器包

装廃棄物については、平成12年４月から全面施行された容器包装リサイクル法（容器包装に

係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律）に基づき、管内両市においても分別収集・

再資源化の取り組みが進められている。

  また、平成13年４月からは家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）が施行され、

一般家庭や事務所から排出されたテレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機及びエアコ

ンの４品目は、メーカー責任でリサイクルを行う制度がスタートした｡

  県では、ごみ減量・リサイクルに積極的に取り組んでいる店舗を「しまねエコショップ」

として認定し、「しまねレジ袋削減キャンペーン」を実施するなど消費者と一体となった運

ショップ」の普及に努めた。

表15　一般廃棄物処理施設の設置状況
(H23.3.31現在）

９　産業廃棄物減量化・適正処理対策

  県では、「第２期しまね循環型社会推進計画」（平成23年3月改定）に基づき、廃棄物対策

を取り巻く状況の変化を踏まえ各種施策に取り組むとともに、不法投棄等防止対策の強化を

図っている。

  当保健所においては、改正強化された廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

をもとに、排出事業者や処理業者に対する立入検査を強化し、適正処理の指導に努めるとと

もに、産業廃棄物処理施設の新設については、「島根県産業廃棄物の処理に関する指導要綱」

に基づいて適正に行われるよう両市と緊密な連携を図りながら、指導助言を行っている。

浜田清掃第三処理場

石央リサイクルセンター(分別棟) 7.95t／日 島根県西部地区資源化事業協同組合

16t／日

浜田市埋立処分場 62,000ｍ3 浜田市

浜田共同水産加工業共同組合

江津市

浜田市

浜田共同水産加工業共同組合

8t／日

所管・申請者

浜田浄苑

処理能力

14t／日

江津浄化槽センター

18,200ｍ3

30.4t／日

有限会社浜田浄化センター

島根県西部地区資源化事業協同組合

125KL／日 浜田市

40KL／日 江津市

98t／日 浜田地区広域行政組合

浜田市

浜田市

7.51t／日

浜田市

江津市

浜田市

75,000ｍ3

100ｍ3／日東福井住宅団地　コミュニティ・プラント

360ｍ3／日

移動脱水車

島の星クリーンセンター 43,000ｍ3

14t／日 浜田市

浜田市

ごみ処理施設
(中間処理施設)

埋立処分地施設

三隅町一般廃棄物最終処分場

有限会社浜田浄化センター

エコクリーンセンター

19.2t／日

竹迫住宅団地　地域し尿処理施設 400ｍ3／日

石央リサイクルセンター(ペットボトル棟)

不燃物処理施設

浜田清掃第三処理場

三隅町ごみ処理センター　破砕施設

施設名称

笠柄住宅団地　地域し尿処理施設

し尿処理施設

区　　　　分

コミュニティプラント

ごみ処理施設
(焼却施設)

20t／日 浜田市

三隅町ごみ処理センター　圧縮施設 浜田市

島の星クリーンセンター

動に取り組んでいる。当保健所においても、店頭ＰＲ活動を実施し、引き続き「しまねエコ
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表16　産業廃棄物処理施設設置状況
（単位：箇所）

表17　産業廃棄物処理業者の推移

表18　廃棄物不法投棄等不適正処理対策に係る事業実施状況 (平成22年度実績)

平成１９年度

16

平成２０年度 平成２１年度

1918

1

平成１８年度

15

4 4 4 3

1

4

3 3

16

2

平成18年度

25

1 1 1

2

4

2

1

4 44

2 2 2

3 2

平成22年度

2 2 2 2 2

23 24 24

132
115 110

25

平成19年度 平成20年度 平成21年度

109117
138 135

22
19

129
107

22

131

21 20 22

00
17 16

0
3

0 0
18 20

1

6
5

1 1 1 1
5

1 1

浜田市弥栄町
①県道長安本郷
　    　　野坂線
②林道小熊谷線

①瓦、ブロック、レンガ（約4.0㎥）
　便槽、一輪車、猫車、塩ビ管
  （約1.0㎥）
  ワラまじりの屋根土（約5.0㎥）
②タイヤ（4tトラック用）2本
　タイヤ（軽自動車用）1本
  （約0.1㎥）
③耕運機、冷蔵庫、洗濯機、
　テレビ9台、タイヤ類（約4.0㎥）

144 141 138

実施場所 不法投棄現場確認状況

浜田市弥栄町
①主要地方道弥栄
　  旭インター線
②県道黒沢安城
　　　    浜田線

①瓦（約10㎥）
　Ｕ字溝（130kg）
②石油ストーブ、シャッター、タイル
　流し　家庭ごみ　他（約1.5㎥）

135

特別管理産業廃棄物処理業者数

137

1

0

6
5 5

0

その他

浜田市弥栄町
①野坂地区
②林道小熊谷線

不法投棄廃棄物撤去（約3.5t）
　　鉄柱13本、ドラム缶2本、洗濯機
　　2台、冷蔵庫3台、ﾃﾚﾋﾞ10台以上、
　　田植機2台、猫車3台
　　トタン、鉄くず、空き瓶、空き缶

安定型

焼却施設

0 0
0 0

1

4

平成２２年度区　　　　分

最終処分業

最終処分場

破砕施設

廃プラスチック類

0

1

中間・最終処分業
6 6

合　　　　計

管理型

区　　　　　　　分

0 0

4 4 2
6

H22.11.11
不法投棄廃棄物
撤去作業

中間処分業
最終処分業

中間・最終処分業

不法投棄
第1回
合同パトロール

31

H22.10.14
不法投棄
第2回
合同パトロール

中間処分業

29

H22.6.1

産業廃棄物処理業者数

処　分　業
収集運搬業

27

合　　　　　計

実施日 実地事業

収集運搬業

0

5
処　分　業

参加
者数
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１０　ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）廃棄物対策 　　

  近年問題化している塩化ビフェニル廃棄物について、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理に

関する特別措置法（平成13年７月施行）に基づく届出事業場の監視・指導を行った。

１１　自動車リサイクル対策

　自動車リサイクル法（使用済み自動車の再資源化等に関する法律（平成17年１月施行）について、

使用済み自動車の引取業者、フロン類回収業者及び解体業者等関連事業者の許可、登録、監視、指

導を行い、再資源化の促進と適正処理の確保を図った。

表19　自動車リサイクル法に基づく登録・許可業者数 （H23.3.31現在)

１２　浄化槽適正管理の推進及び合併浄化槽の整備促進

  水質保全はもとより、地域の生活環境保全のうえから、浄化槽の適正な維持管理が不可欠である

ことから、浄化槽設置者講習会を開催（法定検査の指定検査機関である公益社団法人島根県浄化槽

普及管理センターに委託）するとともに、法定検査不適正や苦情相談に係る浄化槽に対し改善指導

を行った。

  また、管内においては、両市において合併処理浄化槽の普及が促進されるよう支援に努めた。

表20　浄化槽の設置状況 （単位：基）
平成22年度

9,260
783
871
104
14
7
4
0
0

11,043
3,083
148
211
94
82
38
27
21
11
4

3,719
14,762

表21　浄化槽の立入検査の実施状況
（平成22年度実績） （単位：基、％）

浄化漕法第　７条検査（設置後）
浄化漕法第１１条検査（定期）
 浄化漕法第５３条第２項立入検査

20

67

16

20

2

0

4
3,488

198

0
0

11,165

8
4

89
82

142
2,876

平成21年度
9,374
787
874
104
14

25

検査基数

3,172 3,288

不適合基数

14,653

81

21
11

23

38
27

行政検査 22
3,828

4

法定検査
273

16,363 14,556

区分 検査根拠

合　　　　　　計 16,252

22
１，００１～２，０００ 13 13 11
５０１～１，０００

計 2,922
２，００１～４，０００ 2 2

合併

５～１０ 2,310 2,536

116

33
２０１～３００

５１～１００ 115
159

３０１～５００ 33
53

１０１～２００ 88 89
50

0

２１～５０
１１～２０ 132

13,191
１，００１～２，０００ 1 1

175

0
計

8
３０１～５００ 19 19 4
２０１～３００ 18

５０１～１，０００

平成20年度
10,529 9,463
1,159 791
1,184 883

4.4
3.9

104214

182

11,268
2,699

88

0

18

72.7
148
16

216

0

127

13,330

137

26
38

１１～２０

12

1,165

１０１～２００ 67 67 15
５１～１００
２１～５０ 1,192

計

不適合率

14

2

0

平成19年度区　　　分 平成18年度

単独

　　破砕業

47

５～１０ 10,652

　　区分　　　　　　　　　市 浜田市 江津市

　　引取業

　　フロン類回収業

　　解体業

0
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１３　公害苦情処理

  両市や関係機関と連携を図りながら、現地調査等を行い関係者に対する指導を行うとともに、法

規制のみでは解決が難しい問題が多いため、環境保全に関する理解と当事者相互の協力を求め、迅

速な解決に努めた。

表22　苦情処理受付の状況

１４　建築物の衛生確保対策

建築物の衛生的環境の確保に関する法律に基づく届出施設の監視・指導を行うとともに、スズメ

バチ等の衛生害虫等について、一般の相談に応じた。

表23　ビル管理業者登録数
(H23.3.31現在）

表24　特定建築物届出状況
(H23.3.31現在）

表25　衛生害虫等の相談状況
(平成22年度実績)

区   分 興業場

届出件数 4 4 5

店舗 事務所

1

3 1

学校 旅館

4

百貨店

0 7

相談件数

対象種類 シラミ

1

ハチ

0 1

ダニ 穀象虫ムカデ

2 11

ノミ

12

その他

6 0 0

小動物 計ネズミ

登録業者数

空　　気
環境測定

16

飲 料 水
水質検査

01

環境衛生
総合管理

計清掃 貯水槽
清  掃

合　　計 16 9

区　　　分

8 10

0

1

24

害虫等
防  除

環境衛生
管理一般

その他 計

2 53

0

3

0

0

0

1 0

0

3

騒音振動

0

0

0 4

0

悪　　臭 0

0

そ の 他 0

1

5

浄 化 槽

不法投棄

0

衛生害虫

大気汚染

水質汚濁

区　　分 平成２１年度平成１９年度 平成２０年度平成１８年度

3 2

0

平成２２年度

12

0

0

0

6

3

0

2

17

0

3

2

4

3

1
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《検 査 グループ》

１ 臨床検査の実施

表１　臨床検査の実施状況

２ 食品衛生関係検査の実施

表２　収去食品検査の実施状況

表３　食中毒(疑いを含む)検査の実施状況

※検査は、腸炎ビブリオ、黄色ブドウ球菌、サルモネラ属菌、病原性大腸菌、赤痢菌、コレラ菌
セレウス菌、カンピロバクター、ウェルシュ菌、エルシニア、エロモナス、プレシオモナス
腸管出血性大腸菌等の検査を実施した。

表４ 　食品に関する苦情・衛生指導等に係る行政検査　　　　　　

培養

平成20年度

0

同定

41 41

0

1

3

34

平成22年度

　平成22年度は、浜田保健所管内で結核(平成22年中)新規23名、腸管出血性大腸菌感染症3名
(O157:3名)、県央保健所管内で結核(平成22年中)新規19名、腸管出血性大腸菌感染症4名
(O157:3名、O26：1名)、益田保健所管内で結核(平成22年中)新規11名の患者及び無症状病原体
保有者の発生等があり、接触者の健康診断及び患者の菌陰性化確認等のための検査を行った
(表1)。
　HIV検査については、平成18年度から即日検査による方法で実施している。(表1)。

2類感染症(結核を除く)

平成21年度 平成22年度

結　核　菌

塗抹

平成19年度区　　　　分

0

45

257

92

57

0

63

平成22年度

検体数 117 141 43 60

区　　　　分 平成18年度 平成20年度

124

検体数 16

平成19年度

細
菌
検
査

平成21年度

66

143

112

8

471

区　　　　分 平成22年度

0

142

330

95

0

9

17 68

0

617

204

176

211

6

91

406

116

7

一般細菌数

大 腸 菌 群

黄色ブドウ球菌

腸管出血性
大腸菌O157

そ　の　他

計

サルモネラ属菌

3 類 感染症

培養

培養

区　　　　分

0

　平成22年度は、浜田、益田、県央保健所管内の食品製造業者が製造した食品を対象に収去し
た食品の細菌学検査を123検体実施した(表2)。
　浜田保健所管内で発生した食中毒(疑いを含む)5事例60検体について、原因究明のための検
査を行った(表3)。
　また、食品に関する苦情・衛生指導等に係る行政検査を16検体実施した(表4)。

平成21年度平成19年度

53

平成18年度

27

0 0

検体数 224 123178 148

0

平成20年度

0

44 42

0

31

0

0

3 1 0

　浜田、益田、県央保健所管内の感染症対策、食品衛生対策、環境衛生及び環境保全対策に係
る検査を当所検査グループで実施している。

Ｈ　Ｉ　Ｖ

平成18年度

0 0

21 22

3 3

0

145

125

62

6

87

73
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３　環境衛生関係検査の実施

表５　環境衛生関係調査（項目）の推移

表６　環境大気中フッ素化合物濃度調査の実施状況

表７　公共用水域等水質検査の実施状況

236 6 252

22

伝導度 44 3 52 1 12

44

22

12

44

44

2244

0 12

52 1 22

44 3 5280 1 16 22

県央保健所

海水浴場 河川 地下水 海水浴場 地下水

1

河川 海水浴場

項目数 30 20

浜田保健所 益田保健所

県央保健所

大気汚染関係 60 60

その他（苦
情事故等含

163 180

浜田保健所

平成21年度 平成22年度

60 5060

区   分 平成18年度 平成19年度 平成20年度

60 24

公共用水域等 2,276 2,119 1,885

838

　大気汚染関係として、浜田・県央保健所から依頼された窯業所周辺の環境大気中フッ

素化合物について50検体の検査を実施した。水質検査は、浜田・益田・県央保健所管内

の環境基準水質測定地点で採水された検体（公共用水域等）について996項目、浜田・益

田・県央保健所から依頼された事業場排水、浄化槽放流水について643項目、苦情事故を

含むその他検体について24項目の検査を実施した。

256

56

56

56

1,980 1,639

16 16

80

8 2

22

2 54

16

2

1

28

14

14

118

14

28

70

河川 地下水

44 3

総検体数

一
般
項
目

ｐH

検体数 30

44

20

大腸菌群

DO 44

1

8

そ
の
他

SS

BOD

糞便性大腸菌

病原性大腸菌

n-ヘキサン

COD

合計
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表８　その他の水質検査の実施状況

合計 199 60 24 188 42 0 118

簡易検査

糞便性大腸菌

23 12

病原性大腸菌

伝導度 44 20

BOD 35

31

n-ヘキサン

大腸菌群

SS 39

33 16

4

20

40

30

1

県央保健所浜田保健所 益田保健所

事業場 浄化槽 その他 事業場 浄化槽 その他 浄化槽 その他

総検体数 12 40 14 2344 20

DO

COD

事業場

1420

14 23 12

一
般
項
目

ｐH 12 4044

21 12

5

23

7

6

そ
の
他

12 40 14

36 0

12
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資　料　編

◇浜田圏域の高齢化率と推計人口

◇高齢化率の推移

注）Ｈ17年は国勢調査人口、その他の年は10月１日推計人口による。

区分

Ｈ１８

Ｈ１９

Ｈ２０

Ｈ２１

Ｈ２２

◇Ｈ２２．１０．１現在の推計人口

総人口

15歳未満

15～64歳

65歳以上

15歳未満

15～64歳

65歳以上

(単位：％)

島根県

715,438

93,014

浜田市

59,625

江津市

32.5

浜田市

30.3

27,009

33,930

18,463

7,151

30.8

浜田圏域

85,248

10,173

31.5

29.1

29.7

31.6

32.1

浜田圏域

31.0

29.9

30.5

島根県

島根県

13.0%

57.7%

27.6

28.1

28.9

413,043

人
口
割
合

区分

区分

29.1%

人
口
数

年

浜田圏域 浜田市 江津市

28.5

31.031.729.1

208,271

33.1

47,984

11.9%

56.3%

31.7%

12.0%

56.9%

31.0%

11.8%

54.8%

33.4%

33.4

8,546

江津市

25,623

3,022

14,054

22.0 

24.0 

26.0 

28.0 

30.0 

32.0 

34.0 

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

島根県

浜田圏域

浜田市

江津市
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◇人口動態の推移

（再掲）

2,500g未満
乳児（1歳未
満）死亡数

新生児（生後28
日未満）死亡数

Ｈ17年 5,697 530              8,557           18               7                 -2,860         170              61               109              31               24               7                 3,345           1,124           

Ｈ18年 6,011 602              8,453           16               8                 -2,442         160              56               104              24               18               6                 3,305           1,199           

Ｈ19年 5,914 525              8,660           13               6                 -2,746         155              67               88               31               27               4                 3,203           1,119           

Ｈ20年 5,685 537              9,011           11               5                 -3,326         155              73               82               22               19               3                 3,103           1,117           

Ｈ21年 5,601 625              8,854           11               6                 -3,253         144              66               78               26               24               2                 3,220           1,127           

Ｈ17年 637 49               1,241           4                 1                 -604            18               6                 12               4                 3                 1                 383              141              

Ｈ18年 684 78               1,216           1                 1                 -532            16               5                 11               2                 2                 -               355              147              

Ｈ19年 638 61               1,208           3                 -               -570            14               5                 9                 3                 3                 -               353              143              

Ｈ20年 562 51               1,229           2                 1                 -667            20               11               9                 4                 3                 1                 335              155              

Ｈ21年 605 54               1,266           1                 1                 -661            19               8                 11               3                 3                 -               348              122              

Ｈ17年 450 34               847              4                 1                 -397            11               4                 7                 3                 2                 1                 269              94               

Ｈ18年 485 56               818              1                 1                 -333            10               3                 7                 -               -               -               257              97               

Ｈ19年 448 37               799              3                 -               -351            9                 3                 6                 3                 3                 -               254              103              

Ｈ20年 413 39               792              1                 -               -379            17               10               7                 2                 2                 -               246              107              

Ｈ21年 445 35               837              1                 1                 -392            14               6                 8                 2                 2                 -               249              83               

Ｈ17年 187 15               394              -               -               -207            7                 2                 5                 1                 1                 -               114              47               

Ｈ18年 199 22               398              -               -               -199            6                 2                 4                 2                 2                 -               98               50               

Ｈ19年 190 24               409              -               -               -219            5                 2                 3                 -               -               -               99               40               

Ｈ20年 149 12               437              1                 1                 -288            3                 1                 2                 2                 1                 1                 89               48               

H21年 160 19               429              -               -               -269            5                 2                 3                 1                 1                 -               99               39               

浜田市

江津市

◇浜田圏域の人口動態

妊娠満22週
以後の死産

早期新生児
死亡

島根県

浜田圏域

総数 自然死産 人口死産
出生数 死亡数 自然増加数 婚姻件数 離婚件数

（再掲）

総数

死産数 周産期死亡数
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